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ました。『私の仕事 と将来，そして私の家族の暮 らしは，

私がどれほどりっぱにこの鍵を管理するかにかかってい

る。 まことに残念だが， この記録を調べさせるわけには

いかない。 もしこの教会を見たいというなら，喜んで案

内しよう。建物や周 りの墓地を案内するのは一向に差 し

支 えない。だが，記録はだめだ， これは神聖な ものだか

ら。』」

ジョンソン伝道部長は，それを聞いてほん とうにがっ

か りしたそうです。 しか し彼はその管理人 にこう言いま

した。「では，せっか くですか らお言葉 に甘えて，教会

を見せていただきましょう。」 この間，伝道部長 と同僚

は，なんとかしてこの管理人の心が変えられ，記録 を見

せて もらえるようにと，熱心に祈っていました。

かなりの時間をかけて教会の墓地や建物 を見た後で，

その管理人がふた りに思いがけないことを言いだしまし

た。「私は今 まで，絶対 にしなかったことをしようとし

ている。 これで自分の仕事を失 うことになるか もしれな

い。 しかし， この鍵を15分 間あなたがたに貸そう。」

ジョンソン伝道部長 は心の中で言い ました。「15分。

15分 でできるのは扉を開 くことくらいだ。」

管理人 はふた りに鍵を渡しました。鍵を開けたふた り

の目に入ってきたのは，系図を書 くうえで計 り知れない

価値 を持つ数々の記録でした。やがて15分 がたち，管理

人が戻 ってきました。彼が見 ると，ふた りはついに手 に

した貴重 な記録 を前にして驚 きに包 まれたままの状態で

した。

ふた りが言いました。「もう少 し時間をいただけませ

んか。」

管理人 は 「どのくらい」 と聞き返 して，時計 に目をや

りました。
「3日 ぐらいです。」

「そんな ことは一度 もした ことはない。 しか し，理 由

はわからんが，あなたがたは信用できそうだ。さあ， あ

の鍵だ。渡 してお こう。終わったら，私に戻 しなさい。

私は毎日，朝の8時 と夕方の5時 にここに来 るか ら。」

このふたりの宣教師は3日 続けて，今私たちが手 にし

ている情報を調べ，書 き写 しました。それらはほかの方

法では入手で きない ものでした。 ジョンソン伝道部長 は

感激 した面持ちで，その時の体験 を私たちに話 して くれ

ました。「主はその くす しきみ業をなすために，不思議
あかし

な方法を用いられ るのです。」私は彼のその証 の言葉 を

聞いた時に，彼の体験 は私たち夫婦にとって も祝福 にな

ったのだ， と気づきました。 というのは，ふたりの宣教

師が得た情報の多 くは，幸いなことに私たちの家系にも

つなが りのあるものだったか らです。

私 はその古文書の管理人がふた りに渡 した鍵のこどに

ついて考 えていました。その鍵 は，彼 らが求 めていた

人々の名前 を明 らか にする扉 を開けました。 しかし，そ

れよりももっ とすばらしい鍵があります。それは，私た

ちのだれ もが熱心に求めている鍵，私たちがなん とか し

て得 たいと願 っている知識の宝庫の扉 を開ける鍵です。

それは信仰 とい う鍵です。 このみ業 において，それな く

してはいかなる扉 も開けられません。

私 たちが，自分たちの前に示されているみ業を成 し遂

げるために，力の限 りを尽 くすなら，主は私たちが求め

てやまない宝庫の扉 を開 くのに必要な，神聖 な鍵を与 え

て くださることでしょう。(イ テル12：622参 照)

神権系図委員会が最初に組織 された時， ヒュー ・B・

ブラウン副管長は私 たちに対 して，霊界での伝道活動 は，

地上における伝道活動に比べて，一層速度 を増 して進ん

でいると話をしたことがあ ります。ブラウン副管長 は続

けて，ジョセブ ・F・ スミス大管長の次の言葉 を引用し，

現世で永遠の福音 を聞 く機会がなかった人々はすべて，

今それを聞いていると説 きました。
「予言者 ジョセ フに啓示されたこの福音 は，福音の知

識な くして この世 を去 り，霊界へ行って獄にいる霊たち
の

にす で に宣 べ伝 え られて いる。 ジ ョセ フ ・ス ミス は彼 ら

に福音 を宣 べ伝 えてい る。ハ イ ラム ・ス ミス も同様で あ

る。 ブ リガ ム ・ヤング も，予 言者 ジ ョセ ブの管理 の もと

に この神権時代 に生 きたすべ ての忠実 な使徒 たち も同様

で あ る。」(「福音 の教義」p.450)

そ して， ス ミス大 管長 は1916年 に次 の よ うに話 してい
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には故ヘンリー ・D・モイル副管長 についての系図調査

でそれまで未確認 だった重要な情報がい くつか含 まれて

いたそうです。モイル副管長の先祖の幾人かはオンタリ

オ州ベルビル近 くのクウィント湾岸の出身だったのです。
「疑わないで，信仰 をもって」義務 を果 たしたすば らし

い女性 のおかげで，すばらしい祝福が もたらされたので

す。

よく引用 されるヤコブの手紙の言葉は，決して求道者

だけに向けられたものではありません。私たちにとって

も大切な意味があるのです。
「あなたがたのうち，知恵 に不足 している者があれば，

その人 は， とがめ もせずに惜 しみな くすべての人 に与え

る神に，願い求めるがよい。そうすれば，与えられるで

あろう。

ただ，疑わないで，信仰をもって願い求めなさい。疑

う人は，風 の吹 くままに揺れ動 く海 の波 に似ている。」

(ヤコブ1：5-6)

何か障害に直面 した場合には，その問題解決のために

聖霊の導きを求めなければな りません。そうするとき，

みたまが与えられて，道が開かれ，鍵が授 けられること

を証 します。

トンガ神殿が建 つかな り以前，ジョン ・H・ グローバ

ーグ長老が トンガの伝道部を管理 していた ころの話です。

ある時グローバーグ長老は，ニュージーラン ド神殿への

訪問を終えて戻 って来たばか りの40人 の教会員を迎えに

港へ行きました。彼 らは神殿 に行 くために，持てるすべ

ての ものを犠牲にしてい ました。神殿 に参入して 自身の

エンダウメントと結び固めの祝福 を受けられるようにと，

何年 もの間つましい生活 をしてお金をためました。彼 ら

は戻って来た時，グローバーグ伝道部長が感激 しなが ら

出迎え，自分たちの旅をほめたたえて くれるもの と期待

していました。 しか し，長老は後 に私にこう話 して くれ

ました。「私はそうい う心境ではあ りませ んで した。む

しろ，彼 らに少々厳 しい ことを話 さなければならないと

いう気持ちでした。」彼 らは船 を降 りると笑 みを浮かべ

なが ら言い ました。「今回私たちが した ことについて ど

うお思いですか，グローバーグ伝道部長。」

「た くさんの ことをしてきたと思います よ。長い旅を

して，多 くの ことを忍耐 し，皆さんが代理人 として儀式

を受けた人々の幸福 に大 きな貢献 をしてきました。 しか

しその中に， トンガ人の名前はどの くらいあ りましたか。

皆 さんの先祖は何人いましたか。」
りゆうちよう

グローバーグ伝道部長が上手な トンガ語で流 暢に話

すのを聞いているうちに，その人々は， 自身のエンダウ

メン トとひとりかふた り程度の先祖のための儀式 を除け

ば，ニュージーラン ド神殿で受けた儀式 は， ソル トレー

ク神殿 あるいはローガン神殿な ど， どこの神殿で も受け

られる類のものだったことを認 めました。グローバーグ

伝道部長 は丸1時 間にわたって，彼 ら自身の先祖に対す

る責任について話 しました。 こうして彼 らの永遠につけ

る事柄への理解の目が開かれました。

このことがあって以来， トンガ諸島での家族歴史の探

求に対する関心 は高 まりました。彼 らはすば らしい家族

歴史委員会を組織 し， 自分たちの無数の先祖のために儀

式を行なうようになったのです。

私 は単純な信仰の人間です。 ジョン ・グローバーグ伝

道部長が受 けた霊感は，すで に世を去っていた人々の祈

りの結果 として与えられたものであると証 します。彼 ら

は長 い間待ち続 け， ジョセフ ・F・ スミス大管長の言葉

にあるように，自分たちを捕 らわれの状態にしている鎖

から解 き放たれる日を待ち望 んできたのです。ずっと闇

の中にとどまっていましたが，今は，昇栄できるように，

天の光が自分たちの上に輝 くのを見たいと願 っているの

です。

兄弟姉妹の皆 さん，善 をなすのにうむことがあっては

なりません。 自分の働 きなど大 した価値 もないと感じる

ときには，人の値は神の前に貴い ものであるということ

を思い起 こして ください。私たちは道 を備える機会を与

えられています。 これらの人々が神から与えられた機会

であるすばらしい栄光に備 えることがで きるよう，信仰

をもって探求を行ない，その後に儀式を受 ける機会 を与

えられているのです。ですか ら， このみ業 について証 を
ささ

受けた人が，その成長 と進展のために多 くを捧げたい と

思 うようになって も何の不思議 もあ り，ません。人がこの
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み業 を行ない，信仰の試 しを経験 し，すばらしい祝福 に

値する者 とされると，朝 日の前 に霧が消 えてい くように，

いつか障害が消 えていきます。 この ことに何の不思議が

あるでしょうか。

信仰 という鍵 は，人々が望み必要 としている祝福 を受

けるための前提であることが，聖典の至 る所で証明され

ています。アブラハムは大切な息子イサクを進んで捧げ

るように， という過酷 な試練 を縄験 しました。それは，

彼が次の ような主 のみ言葉 を聞 く前のことで した。「わ

らべを手 にかけてはな らない。また何 も彼にしてはなら

ない。あなたの子，あなたのひ とり子をさえ，わたしの

ために惜 しまないので，あなたが神 を恐れ る者であるこ

とをわたしは今知った。」(創 世22：12)ア ブラハムの信

仰 も試 しを受けなければならなかったのです。

予言者ダニエルも，神からの祝福 を受ける前に， しし

の穴の中に投げ入れ られるという試練を経なければな り

ませんで した。3人 のヘブル人の若者 も，信仰の試 しと

して燃 え盛る炉の中に投 げ込 まれました。 ジョセブ ・ス

ミスも，信仰の試 しとして，静かな森の中に入 り，ひざ

まずいて祈 りました。

アブラハムが信仰を試されている時には，彼の目に映

るやぶの中に雄羊がいなかったのは，大切 なことではな

かったで しょうか。ダニエルがししの穴 に投げ込む と脅

された時に， ししの強いあごを締めつける口輪 はありま

せんで した。そのことに大切な意味がなかったでしょう

か。3人 のヘブル人の若者が燃える炉 の中に投 げ込 まれ

た時に，耐火服を着用していなかった ことに大切な意味

がなかったで しょうか。少年予言者 ジョセブがひざまず

いて全能の神の助 けを求めた時に，父なる神 と御子イエ

スは，彼 の信仰が試されるまでみ姿を示されませんでレ

た。その ことに大切な意味がなかったでしょうか。

私たちには信仰 という鍵が必要です。錠 をかけた扉 も，

鍵の力には耐 えることができません。信仰 はこのみ業を

進めるために欠かす ことがで きない ものです。その鍵は

私たちの手の届 く所にあります。そして，その鍵は私たち

が求めてやまないものを，扉 を開いて見せて くれるのです。

教義 と聖約 第76章 に は，1832年2月16日 に ，オハ イオ

州 ハイ ラムで予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス とシ ドニー ・リグ

ドンに与 え られ た示 現が記録 され てい ます。 この啓 示で

は，忠実 な人 々へ の主 の約 束が な されて い ます。
なんじ もろもろ

「聞 け
，汝 ら諸 々 の天 よ，地 よ耳 を傾 け よ。 喜 べ， そ

こに住 む者 た ち よ。主 は神 にして， 主 の他 に救 い主な け
な

ればなり。主の知恵は偉大 にして，その為 したもうとこ
はて たれ

ろは驚嘆すべ く， その御業の終は誰 も知 る者なし。その
くわだて やぶ とど

企画は敗 るることなく， またその御手を止 め得る者絶え
よわい

てな し。永遠 より永遠に主は同じにして， その齢 は尽 く
ごと おそ

ることなし。主か くの如 く言 う。主なるわれはわれを畏
め ぐ み あわれ ただ か

るる者に恩恵 と憐 みとを与え，終 りまで義 しく且つ真実
ほまれ

にわれに仕 うる者 に誉 を与うるを喜ぶ者な り。彼 らの得
さかえ

る報いは大 きく，その栄は永遠なるべ し。われは彼 らに

すべての奥義，すなわち昔より今 に至 り，またこれよ り
なが

永 き未来にわたるわが王国のあらゆるか くれたる奥義 を
つ

知 らしめ，わが王国に就けるすべてに関するわが旨を知

らしめん。」(教 義 と聖約76：1-7)

私たちはこの信仰 とい う鍵 を自分のものにすることが

できます。皆 さんがこの鍵を賢明に用い，それによって，

天父の王国で与えられる機会 についてのすばらしいビジ

ョンが，先 に世を去っていった人々の前に開かれるよう

に願 っています。□

話 し合いのポイン ト

1.福 音 は霊界で霊的な闇の中にいる人々にも宣べ伝 え

られている。

2.私 たちには先祖の名前を調べ当て，彼 らのために福

音の神聖な儀式が行なわれるようにする責任がある。

3.先 祖 の名前 を調べ るための鍵 は，主が神聖なみ業の

中で導 きを与 えて くださるという信仰である。

4.こ のみ業を進めるに際 して，親族間の協力 は大 きな

力 となる。

5.障 害に直面したときには，問題解決のために聖霊の

助けを求めるべ きである。
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大急ぎで彼女に電話 しました。

「ごめんな さい」 と眠 そうな声が し

ます。「今何時か しら。寝坊 しち ゃっ

たみたい。」 もうレッス ンが始 まって

いるはずの時間だ というのに，彼女 は

まだベ ッドの中にいたのです。

教室 に向かって廊下 を歩いてい ると，

ステーキ部長がにこやかにあいさつし，

明 る くこう言い ました。「きょうは妻

と一緒 にあなたのクラスに出席します

のでよろし く。」私 はあ まりのシ ョッ

クに声 も出ないまま，弱々し くうなず

き，かすかにほほえみました。頭の中

はレッスンのことでいっぱいです。た

しかきょうのレッスンはニーファイ第

3書 第15章 か ら第19章 の はずです。

入でいっぱいの教室 に足を踏み入れ

た時 には， もうすでに7分 遅れていま

した。クラス役員が開会の祈 りをして

くれました。震 える手 でモルモ ン経 を
あかし

開 きました。 レッスンは，証 を分かち

合って もらうつ もりでいました。ほか

に何 も思いっかなかったか らです。 と

ころが聖典 を読み始 めると，私の能力

を超 えるある大 きな力 を感 じ，話 し合

いをす るのに適切な聖句を選ぶ ことが

で きました。私の舌 は緩 みました。ち

ょうど主がオ リヴァ ・カウ ドリにこう

しか

約束 されたよ うに。「而 していか なる

時 と場所 にあ りても，彼 は口を開 きて
ひびき ごと

夜も昼も高鳴るラッパの響の如き声も
の しか

てわが福音 を宣ぶ るべ し。然る時は，

われ人の中に知 られざる程の力 を彼 に

与 えん。」(教 義 と聖約24：12)
けんそん

その時ほ ど謙遜な気持ちになった こ

とはあ りません。教えているのは私 で

はなく，聖霊なのだ とわか りました。

自分が主の楽器 となり，主が私を通 し

て教室を美 しいハーモニーで満たして

い らっしゃるかのようで した。その力

に圧倒されて，体 の力が抜けるように

感 じました。

喜びに満たされなが ら，クラスの人

たちとともに救い主がニーファイの民

に語 られた力強 く感動的 な場面を読み
なんじ ゆえ

ました。 「『汝 らはその信仰 の故 に さ

いわいな り。見 よ，今わが喜 びは満ち
あふ

溢れたり』 とかれ らに言 って，涙を流

したもうた。」(IIIニ ー ファイ17：20-

21)

教 室 が静 まり返 りました。皆の目に

涙があふれています。

私にとって， そこに書 かれたことは，

単なる言葉以上の もので した。救い主

と彼を取 り囲む忠実な弟子たちの姿 を，

心の中にはっきりと描 くことがで きま

した。救 い主が私たちのす ぐそばにお

いでにな り，私たちも救い主に近づい

ているように感 じました。

そしていよいよ救 い主がニーファイ

の民 のために祈 る箇所 に来 ました。

「ただその信仰 の厚 き故 に……かれ ら

がわれによりて清め られんことと， ま

た父がわれにいます如 くわれ もかれら
あ

に在 りてかれ らと一つにな り，かれら

によりてわが栄光 を示 さんことをねが

う……。」(IIIニ ー フ ァイ19：29)私 は

クラス の人 たちに言 いました。「皆 さ

ん， このことを考 えてみて ください。

私 たちが 自分 自身 を清 め，主 とひとつ

になるなら，救い主は，私 たちを通し

てその栄光 を示 して くださるのです。

なんという喜びであ り，祝福で しょう

か。」

そう言うと，私 は泣いて しまいまし

た。

このすぼらしい経験 は，監督が言っ

た約束の成就 とな りました。 この経験

を通して私 は，主が私たち を深 く愛 し

ておいでにな り， もし私 たちがふさわ

し く生活 し，正 しい道 を示 して くれ る

指導者の勧告に従 うなら，聖霊がいつ

でも助 けて くださる ことを知 りました。

□

善

至

謹

垂

≡

≡

毒

塞
≡

教塞で墾典篭読轟蛤め嶺と，私の懇は

緩んで壷濠した◎教藻てい馨の綜私鶯

はなく，墾霊惹のだとわかゆ驚したか
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ηま"ぐが モル モ ンだ っ て

わか っ てるだろ」

フ ィル ・レシ ュケ

署奎

象塞

婁婁

」

恒 雛誓 常鮎錨;霧潔1灘 鴛
負 けて も，私 の緑 色 のお んぼ ろ車 にみんな で乗 り込 み，

行 きつ けの ピザ レス トランに向か った もので す。 その店

はいつ も こんでい て，勝 った ときはなお ざらで した。 そ

の夜 は， ライバ ル校 のチー ム を破 った後 だ けに，だれ も

彼 もが集 まってい ま した。

フ ッ トボー ルチー ムが到着 す るまで に，店 は学校 の生

徒 たちで ごった返 してい ま した。 私 はなん とか店 の隅 に

席 を見 つ ける と，兄 のデー ブを探 し始 め ました。

デーブ はいつ もこの ようなパ ーテ ィーの中心人物 の よ

うで した。穏 やかで人 当た りのいい性格 なので，皆 が デ

ーブ と一緒 にいたい と思 うので した
。 コロ ラ ド州 に住 ん

で間 もないの に， デー ブ は高校 の生 徒会長 に選 ばれた く

らい です。

私 の方 は，高校 で デーブほ どの人 気 はあ りませ んで し

た。 しか しデーブ はよ く， 仲間 たち との活 動 に私 を連れ

て行 って くれ ました。私 がデー ブ よ りも体 が大 き くな っ

てか らは特 にそ うで した。 私 は 「デー ブの大 きな弟 」 と

呼 ばれ る ようにな り， その こ とを誇 ら し く思 うよ うにな

りました。店 が超 満員 にな った時 ，店 の中央 近 くにあ る

テー ブルにや っ とデー ブ を見つ け出 し ました。 す ると突

然 ， だれかが 叫 び ま した。「な あ， み ん な。 き ょうは デ

ーブ の18歳 の誕生 日だ
。 もう りっ ぱな大人 だぞ。」

「そ うだ
。 も うデー ブ は法 律 的 に も大 人 だ」 とだ れか

が付 け加 え ま した。 当時， コロラ ド州 の法律 で は，18歳

になれ ば合法 的 に ビール を買 って飲 め たのです。学校 の

一握 りのモルモ ンに とって
，18歳 にな る ことは毎年 の誕

生 日のひ とつ にす ぎませ んで したが， 級友 の大半 に とっ

て 「法的 に」 大人 にな る ことは大 きな出来事 だ ったので

す。

皆 が徐々 にデー ブの テー ブルの周 りに集 ま り始 め まし

た。 間 もな く全員 が 「ハ ッピー ・バ ース デー ・トゥー ・

ユー」の大合 唱 を し始 めま した。

「デー ブ
， 目 をつぶれ よ」 とだれ かが 大声 で 言 い ま し

た。生 徒 たちの間 に道 がで き，そ こへ泡立 つ黄 金色 の ビ

一ル をなみ なみ と注 い だ巨大 なグラスが運 ばれて きま し

た。 そ してデー ブの手 に差 し出 されたので す。店 じゅう

に割 れ んばか りの大 歓声 が起 こ りました。私 はどうす る

つ も りだ ろう と思 いなが ら， 店 の隅 か らデーブ を見守 り

ました。 いつ も私 の模 範 であ り，信仰 深 い兄 で した。 も

ち ろんデーブ は これ まで この ような状 況 に直面 した こと

はあ りませんで した。デ ーブ は自分 を取 り巻 く店 じゅ う

の仲 間 たち を見 回 してい ま した。 デーブ には，私 が後 ろ

の隅か ら見 てい るの はわか らなか った と思い ます。

とて も長 い時間が過 ぎた ように思 えてか ら， つい にデ

ーブ は立 ち上 が りました
。 それか らビール のグラス を取

り， ゆっ く りと空 中高 く上 げ ました。 心配で私 の胸 は ど

きどきしてい ました。 きっ とデー ブ も同 じだ ろうと思 い

ました。静 か に， とい うだれ かの声 で辺 りは静 ま り返 り

ました。

「ぼ くの誕生 日 に
， みん なが ぼ くの ことを気 にか け て

くれて ほん とうにあ りが とう」 とデーブ は高 く上 げた グ

ラス を見 詰 めなが ら言 い ま した。 「で もみ んな， このや

り方 はまず い よ。 ぼ くがモル モ ンだってわか って るだ ろ。

とにか く， あ りが とう。」 デ ーブが持 ち上 げた グ ラス を

下 ろして座 った時，生徒 たちの中 にざわめ きが起 こ りま

した。モル モ ンは楽 しむ こ とを知 らない とい うっぶや き

も聞 こえて きました。

その後 ，私 はデー ブ と一緒 にな り， すがすが しい秋 風

の中 を車 へ と向か い ま した。私 は こう言 い ま した。 「デ

ー ブ兄 さん
。兄 さんが プ レ ッシャー に負 けて ばか な こ と

をす るん じゃないか とち ょっ と心 配 した よ。」

す る とデー ブ は肩 をす くめて言 い ま した。 「大 した プ

レ ッシ ャー はなか った よ。 だって，今夜 ，何か を決 心す

る必要 な んてなか ったか らね。 ぼ くが知 恵の言葉 を守 ろ

う と決心 したの は， もう何年 も前 の ことなん だ。前 もっ

て決意 して おけば， いざ とい う時 で もどうって ことない

さ。」

私 はほ ほえみ ました。 デー ブの大 きな弟 で ある ことを

さ らに誇 らし く思い なが ら，家 に向か って車 を走 らせた

ので した。□
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性的に清い生活を

送れ るよう

若人を助ける

ジ ョイ ・サ ンダー ス ・ラ ン ドバー グ

藝奎

垂
肇
塁暑

茎
匹

私
たちを取 り巻 く環境について考 えると，道徳的な

清さについて子供たちに教えることを，かな り優

先 させなければならない ことがはっきりとわか ります。

昔は，私たちは社会から助 けを得ようと思えばで きまし

た。 しか し，今では，そんな期待はできません。実際，

概 して社会 はすでにサタンの側 に立ち，不道徳を好 まし

い生き方 として受け止めつつあるようです。

しか しながら，一部のマスコミがそうした傾向を時代

の流れだと納得させようとして も，私たちの社会には，

今 なお健全 な倫理観 を守 ろうとする強固な基盤があ りま

す。おおぜいの親たちが，私たちを取 り巻 く悪影響 に対

抗 して，敢然 と立ち上が ろうとしています。当然，私た

ち教会員 も， こうした不道徳 な風潮 に反対するとともに，

周囲の人々にも反対するよう教 える責任があると感 じて

います。

ここ何年か，私 は数多 くの親や監督，そして青少年た

ち と，性道徳について話 し合ってきました。その結果，

性的に清い子供たちを育てた親たちには，ある共通点が

あるのに気づ きました。それは，以下のような5つ の指

針にまとめることがで きます。

自分たちの肉体が，愛にあ'3・れた天の御父の創造による

神聖なものであること，そして，創造の力を守 り，決 し

て汚さないようにすることが自分たちの神聖な責務であ

ることを，子供たちに教えておかなければならない。

心を開き，愛情 をもって教 える

私たちは， 自分の息子や娘に性 について教える最初の

人物 となる必要があります。それは，最初 の情報がいち

ばん大 きな影響 を及ぼすか らです。慎重 に，祈 りの心を

もって，まず，基本的な肉体の性機能 をどう教 えるか，

計画 を立てる必要があ ります。

また，そうした指導が1回 限 りであってはならないこ

とも，認識 しておかなければな りません。初めて教えた

後で，「やれやれ， これで終わった」などと考 えてはい

けません。子供たちが成長するにつれて，必要な情報 も

増大 してい くからです。親は，子供たちの質問に，おじ

惑 うことな く，霊的な導 きを受けて答 えられるよう，子

供たちの身近 にい る必要があ ります。子供たちには， 自

分たちの肉体が，愛 にあふれた天の御父の創造 による神

聖なものであること，そして，創造の力を守 り，決 して

汚 さない ようにす ることが 自分たちの神聖な責務である

ことを，教 えておかなければならないのです。

道徳的に清い生活 を送っているある青年が，私の元へ

来て こう言いました。「私の両親 は，私が まだ幼い少年

のころか ら，性 について私に教え始め ました。」生物学

的な説明 にとどまらず， この両親 は結婚生活における適

切 な性の役割 について も教 えました。「ですか ら私は，

どんなことで も両親 に尋ねられる とい う気持ちを抱いて

いました。実際，答えを求めて何度 も両親の元に行った

ものです。」

塗徒の道/1994年5月 号

19





普通，子供にとって，奥の深い問題について，自分から

話を切り出すのは，なかなか容易なことではない。親の

方で，子供たちが質問できる雰囲気を作ると助けになる。

話し合う機会は，たいてい，家族が一緒に家事をしてい

るときとか，こく普通の活動 を一緒にしているときなど

に，自然に生 じるものである。

性道徳に関する教会の教義を教える

教会 の指導者 た ちは，性 的な清 さに関 して主 が どの よ

うに望 んで お られ るのか，明 確 に定義 して い ます。「若

人 のた めに」(34285300)と い うパ ンフ レッ トの中 には，

次 の ように述 べ られ てい ます。 「主 はあ る種 の行 な い を

はっ き りと禁 じて お られ ます。 その中 には， 結婚前 にお
とうさく

けるあらゆる形の性的関係，ペ ッティング，性倒錯(同
こうかん そうかん

性愛，強姦，近親相姦な ど)，マスターべ一ション，ま

た自制心 を忘れたわいせっな思い，言動，行動などが含

まれ ます。」(p.16)子 供 たちに， こうした言葉 の意味 を

福音の教 えにそって理解 させる必要があります。 もし私

たちが しなければ，だれかほかの人が，みたまを受 けず

に，異なったニュアンスで私たちの子供に教えることに

なるで しょう。

私たちは，10代 の子供たちが，エズラ ・タフ ト・ベ ン

ソン大管長の次の言葉の意味を理解で きるようにする必

要が あります。「罪 とされる事柄の中で，殺人 と聖霊 を

否定することを除けば，不義な性関係ほど重大な ものは

ほかにあ りません。不義な性関係 とは，未婚の人がかか

わった場合には，私通の ことであ り，既婚者がかかわっ
かんいん

た場合 には，姦 淫 とい う もっ と重 い罪 の ことを指 してい

ます。… …神 の 目か ら見 て，貞 節 とい う言葉 が時代遅 れ

にな る こ とは決 して あ りませ ん。」 また別 の機会 に， 予

言者 は次 の ように言 って い ます。 「私 た ちの道 徳 的 な価

値観 が誤 って伝 え られて い るため に，青少 年の中 に は，

たば こには恐 れ て手 を出 さず にいなが ら， ペ ッテ ィング

にはため らい もな くふ けって いる者が い ます。両 方 とも

間違 ってい ますが ，後者 の方が前 者 に比 べた ら， はるか

に重大 です。」(「 エズ ラ ・タフ ト・ベ ン ソンの教 え」pp.

279，281)

も し適切 に教 えられて さえいた ら，次 の よ うな事態 は

起 こらず に済 んだの です。 これ は， あ る青年 が私 に教 え

て くれた話で す。 この青 年 と同 じ所 で働 いて い るある若

い末 日聖徒 の女性 が， 自分 は伝 道 に出 るこ とを計 画 して

いるボー イフ レン ドと， ときどき不道 徳 な行 ない を して

いる， と打 ち明 けた とい うのです。青 年 は この女性 に，

そんな こ とを して いた らボーイ フレ ン ドは伝 道 に出 る資

格 を失 う ことになる， と告 げま した。 ところが， この女

性 は，こう答 えた とい うの です。「だ い じょうぶ，伝道 に

出 られ るわ。 だ って，私 たち ちゃん と悔 い改 めるか ら。」

私 たちは，子供 た ちに， 「〔いか な る形 であれ〕性 的 な

罪 を犯 しなが ら，計 算ず くの告 白や 〔その場 しの ぎの〕

悔い改めをすることは主の目にかないません」 という言

葉の意味をばっきりと理解 させ る必要があ ります。(エ

ズラ ・タフト・ベ ンソン 『教会の若い女性の皆 さんに』

「聖徒 の道」1987年1月 号，p.91)宣 教師 として伝 道に

出ることに関して言えば，重大な性的な罪があった場合，

伝道に出るのは最低で も1年 か ら3年 は遅れることにな

ります。

私たちは悔い改めについて教える必要があ りますが，

教える際には誠実に教 える必要があります。ベンソン大

管長 は次のように言 ってい ます。「何か重大な罪 を犯 し

た場合で も，望みがないなどとは決 して考えないで くだ
ゆる

さい。悔 い改め も赦 しも福音の一部だからです。私はこ

のことを神に感謝しています。 しか し，その悔い改めは

真の悔 い改めでなければなりません。真の悔い改 めとは，

罪 を犯 したことを心の底か ら深 く悲 しむことであ り，生

活 に改革をもた らすものです。単に罪 を告白することだ

けではないのです。」(「我 らが忠誠 を尽 くす3つ のもの

神 と家族 と国家」p.196)

賢明な選択の方法を教える

子供たちは，性的な感情が自然な ものであ り，神から

与えられた ものであること，そして，そうした感情の表

出をコントロールする力 も授かっていることを，理解す

る必要があ ります。私 たちは，自由意志 という偉大 な
たまもの

賜 を授かっている祝福 について子供たちが よく理解で

きるよう，助ける必要があ ります。「それであるか ら，

あなたたちは喜び勇め。そして，あなたたちは自分の思

う通 りに行 う自由があるか ら，限 りない死の道 を選ぶか

または永遠の生命の道 を選ぶかは，各 自の自由であるこ

とをおぼえておけ。」(IIニ ーファイ10：23)

一体
， どのような人が永遠の生命への道ではなく，限

りない死の道を選ぶので しょうか。おそらく，選ぶとい

うことにあまり経験 のない人 たちだけで しょう。テキサ

ス州のある監督が次のように言 ってい ました。「自分で

ほんのささやかな決定を下す ことす ら子供たちに許そう

としない親が，お蓄ぜいいます。 もし， 自分で自分の服

や髪型，趣味などを選ぶのが許 されていない としたら，

その子供たちは，永遠の行 く末 にかかわる事柄をどうや

って選 んでい くのでしょうか。」親 たちは，何を置いて

も，子供 たちが自分で選択できるよう，導いてやる必要

があ ります。子供たちは，自分で選んだことが自分の道

徳観 にどのような影響 を及ぼすのか よく考えるよう，親

聖徒 の道/1994年5月 号

21



愛の言葉を口に出し;ま た愛を行動で示すことによって，

家庭は居心地のよい場所となる。両親が互いに愛を示し

合えば，子供たちも結婚や家庭生活の有意義な面につい

て学'ぶことができる し，道徳的に清い生活を送ることの

祝福についても学'ぶことができる。

から愛情深 く教 えられるなら，だんだん と適切な友人や

音楽，映画，そのほかの活動 を選ぶ ごとがで きるように

なるものです。

1991年4月 の総大会の席上，十二使徒定員会のリチャ

ー ド・G・ スコッ ト長老は，賢明 な選択をするための指

針をい くつか挙げて説教 しましたが，その中で も最も大

切なことは，「救 い主 とその教 え，そして主の教会 を生

活の中心 とする。決断を下す ときはいつで も， この標準

に添っているかどうか考 える」 ことであると語 りました。

(『人生の正 しい決断』「聖徒の道」1991年7月 号，p.35)

ある父親が， どうやってそのような りっぱな子供たち

を育てたのか尋ね られた ことがあります。彼 はこう答 え

ました。「子供 たちが何か間違った決断を下 した として

も，私はそれを恥ずべ き愚かな行為 とは見なさないよう

にしました。むしろ，教 える好機 と考 えたのです。」た

とえば， このような質問を子供 にしました。「今， どん

な気持ちかな。そういう行動を取 ったら，どんな結果に

なるだろうね。」 この父親 は，子供に代わって自分で問

題 を解決してあげたいとい う気持 ちを抑 え，むしろ，子

供たちが自尊心 と自信 を培ってい く間，親 として子供た

ちを辛抱強 く見守 り続 けたのです。

私たちは，小言のひ とつも言いたい という誘惑を退 け，

むしろ物語や実話，た とえ話 を活用 しなが ら，子供たち

がさまざまな状況の中で自分で考 え，賢明な選択をして

いけるよう，手助 けをしてい くことがで きます。た とえ

ば，ベ ンソン大管長は次のように言 っています。「自分

の命 を守 るように，徳 を大切 に守 って ください。」(『教

会の若い女性の皆 さんに』「聖徒の道」1987年1月 号，

p.91)こ の言葉の重 さを青少年 に理解 させるために，私

は次のようなた とえ話 をしています。あなたが暗い夜道

をひ とりで歩いているとしましょう。その時，だれかが

後ろか らつけて くる気配が します。振 り向いて見ると，

見たこともない男がナイフを振 り上 げて立っています。

あなたならどうしますか。 ここまで言 うと，青少年たち

は，決 まって 「全力で逃 げます よ」 と答えます。その答

えに，私はこう尋ねます。「『2，3回 刺 されても命 に別

状はないさ』 と考えて，その辺 りでぶ らついたりはしな

い ということですか。」青少年たちはとっぴな考 え方に

大笑いします。この時点で私 は，予言者の 「自分の命 を

守るように，徳を大切 に守って ください」 という言葉 を

繰 り返すわけです。

この教 え方の特徴 は，相手を固 くさせないようなある

場面を設定して 「あなたならどうする」形式の質問をす

ることにあ ります。家族でこの方法 を活用しているある

父親は， この方法が非常に有効であると言っています。

た とえば，家族のだれかが，「自分の友達が もっ と肉体

的に親 しくなりたいと言いだした ら，あなたならどうす

る」 と尋ね ます。それに対 してほかの人 たちが，さまざ

まな状況に自分 ならどう対処するか，いろいろと意見 を

出し合 うのです。 こうしてあらか じめ決めておけば，い

ざ正 しい決断を求められる状況 になったとき，大 きな強

みとな ります。

私の夫のゲー リーは，結婚 と家族問題専門のカウンセ

ラーをしていますが，親子 のコミュニケーションについ

て，実 に貴重なア ドバイスをして くれ ます。夫 はよく，

子供 を持つ人々に，「ご く簡単 な質問 をし，それか ら耳

を傾 けてやれば，子供たちは自分で考 えるようになりま

す」 と言っています。私は夫が家庭でもそれを実践 して

いるのを見てきています し，私自身 も実際に試 しながら

そのこつを少しずつ身につけているところです。

一例をご紹介 しましょう。ある日，我が家の息子が学

校 から随分がっか りした様子で帰 って来 ました。私が
「どうしたの，そんな悲 しそうな顔 をして」 と言 うと，

息子は 「ジム(仮 名)は ばかだよ」 と言 うのです。「まあ，

どういうこと?」 と尋ねると，その後，息子か らは驚 く

ような答 えが返 って きました。「ジムのやつ，お母 さん

が働 きに出てからは，毎日放課後ガールフレンドを自分

のうちに呼んでるんだ。」 ここで，性道徳 について重々

しい説教を始 めようという誘惑 と戦いなが ら，私は 「ふ

一ん」 とだけ言いました。すると息子 の方で話を続 けま

す。「ほんとうに愚かだよ。あれじゃ，自分の方か ら問

題 を呼び込んでいるような ものだよ。」その言葉 は，ほ

ぼ私が言おうとしていたことと同じで した。ただ，短か

っただけです。私 は 「それ， どういうこと」 と尋ねてみ

ました。すると息子は，一軒の家にガールフレンドとふ

たりきりでいることがどれほど危険なことかについて，

知っている限 りのことを次から次へ と話しだしたのです。

しかも，それで終わ りではあ りませんでした。話題 はこ

の問題のあらゆる面 に及び，性病や妊娠中絶 といった悪

影響 にまで及んだのです。私がしたことといえば，ただ

耳 を傾けてうなずいているだけで した。 もし私が この問

題 に関 して説教 をしたとした ら， きっと息子はほ とんど

耳を貸 して くれなかったでしょう。

また，ある母親 は，子供 たちに選択について考 えさせ

る別 の方法を，次のように提案 しています。「自分で関

心のあるテーマのニ ュースや新聞記事 を取 り上げて話 を
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あかし

福音に対する強い証が持てるよう助ける

若人が性的に清い生 き方を選ぶに当たってのいちばん

重要な要素 は，イエス ・キリス トに対する証です。その

ことを，私 はこれ まで彼 ら自身の口から，折 に触れて聞

いて きました。私がある若い女性に， どうやってそのよ

うな証を得たのか尋ねた時， この ような答 えが返ってき

ました。「両親にとって教会がいかに大切か， それを見

なが ら育って きました。父 と母 は， 自分たちの霊的な経

験について話す とき，涙を流しながら証を伝 えて くれた

ことが何度 もありました。」

伝道に出る準備 をしていたある若い男性は，幼いころ

から両親が聖典， とりわけモルモ ン経 に寄せ る深い愛 を

感じなが ら成長 して きた， と話 して くれ ました。「ぼ く

の家族はいつ も一緒 に聖典を勉強 しました。父と母から

救い主について教わ りましたし，ふた りが救い主を深 く

愛していることもわか りました。ぼ くもだんだん と自分

で勉強 した り，祈った りするようにな りました。父 と母

が生活の中で見いだしている喜びを，ぼ くも自分の生活

の中で味わいたいと思うようになったんです。」そして，

この青年は最後に次のような印象深い言葉を添 えたので

す。「救い主について自分の証が強 まるにつれて，救い主

をがっかりさせるようなことはできないと思ったのです。」

ある若い女性は，私 に次のように教 えて くれました。
「私 は自分が誘惑 に負けないように

，いつも祈 ってい ま

す。天のお父様をとても身近 に感 じるんです。天のお父

様 にならどんなことでもお話 しで きるし，いつだって助

けを受 けられるんです。」私 は;ど うや ってそのような

証を得たのか，尋ねてみました。その答 えはこうでした。
「私 は両親の姿 を見て，祈 りには力があることを学びな

がら大 きくな りました。」

私たちは，子供たちが強い証 を得 られるよう，あらゆ

る機会を提供 していかなければな りません。そのために

は，私たち自身の証 も日々養い育て，子供たちに伝えて

い く必要があ ります。親が信仰 と決意 を持って人生のさ

まざまな問題 に対処 しようとしている姿ほど，子供たち

の証を強めるものはあ りません。

家庭 を楽 しい雰：囲気 にす る

家庭生活 は楽しくなければな りません。10代 の子供を

持つある父親 はこう言っています。「子供たちと楽 しい

時間を過 ごす ことが，性的に清い生 き方を選ばせるため

かぎ

の鍵でした。妻 と私は， よい ことは楽 しいはずだ， とい

つ も強調 して言 っています。」 そして， このふた りはそ

れを実際の生活で示そ うと努力 してい ます。「楽 しい時

間を過 ごそうと思って頑張っています。実際，成果 も上

がっていますよ。」

私たちは，子供たちが何か間違いを犯 したか らといっ

て， まるでそれが この世の終わ りであるかのような印象

を与えないよう，注意す る必要があ ります。ある父親が

こう言っています。「私の10代 の息子が愚かな間違いを

犯 して，ある事故 を引 き起 こしてしまいました。危 うく

命 を落 としそうになったのです。その時，私は決 して怒

らず，ただ息子を抱き締めて，愛 していることを告げま

した。息子は，その事故から学ばなければな らないこと

をすべて学んでいました。ですから，私はそれ以上言葉

に出す必要はなかったのです。」

愛の言葉 を口に出 し， また愛を行動で示す ことによっ

て，家庭 は居心地のよい場所 とな ります。私は，父 と母

の両方からいつも抱 き締められ，絶えず褒め られなが ら

育て られたことを，よく覚 えています。父 は数年前 に亡

くな りましたが，私が10代 の ころ，父が私 を抱 き締めな

が ら，「その ドレスは とて もよ く似合 うよ」 と言 って く

れた時の，うれ しい気持ちが今でも忘れ られません。

いろいろな問題があったとしても，人生の明るい面に

目を向けていれば，道徳にかなった生活を送 ろうとい う

力 もわいてきます。私は，ひ とりで子供を育てているあ

る友人からほんとうにた くさんのことを学びました。彼

女 はその信仰 と， はつ らつとした表情 によって，子供 た

ちに計 り知れないほ どの祝福 をもたらしてきたのです。

彼女はこう言っていました。「子供たちは皆 よい子に育

っているわ。」

ウィスコンシン州のある監督は，次 のように語ってい

ます。「たいてい，うまくいってい る家庭 には，家族全

員 を結びつけている糸のようなものが存在 し，両親 はい

つも子供たちの身近 にいます。親 は，今家族 に起 きてい

ることについて知っているだけでな く，自分 もその中に

入 って行動 しているのです。また，どうしたら楽 しめる

か，よく知 っています。家族 に常に心を向けているわけ

です。」

祈 りと戒めを守 ろうとする自分たちの熱心さに応 じて，

私たちはみたまによる導 きを受けて，子供たちが道徳的

に清 い生活 を送れるよう助 けることがで きます。天父は，

私たち親 とともにいて くださいます。子供たちは皆，神

の子供だからです。□
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家庭訪問メッセージ

バプテスマの祝福 に一層深 く感謝する

歳 の マ ー ガ レ ッ ト ・マ ク ニ ー

8 ル ・バ ラー ド姉妹は，1854年 の
ある春の早朝，バプテスマを受けるた

めに，冷たい海 に入 りました。何年 も

たった後，彼女は自分 のバ プテスマに

ついて この ように書 いています。「水

から上が ると，ちょうど夜が明け，太

陽の光が東 の丘 の上にゆっ くりとさし

始 めました。それは決 して忘れること

ので きない， とても美 しい光景 でした。

あの時，天国にいるような清 らかな思

いに満たされて以来， みたまはずっ と

私 とともにいて くだ さい ま した。」

(「エ ンサイ ン」1989年7月 号，p.16)

あな たの生涯 を明る く照 らし，慰め

と励 ましを与 えて くれるバ プテスマの

力 とは何で しょ うか。 その答 えは聖典

の中 にあります。バプテスマは象徴的

な意味での誕生であると書かれてい ま

す。(ヨ ハネ3：5参 照)バ プテスマ と

して知 られる誕生 を通 して，私たちは

罪 か ら洗 い清 め られ，末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会の聖徒 という新 しい

家族の一員になるのです。

バ プテスマは私 たち を

罪から清めて くれる

「す ぐ立 って
， み名 をとな えてバプ

テスマを受け，あなたの罪 を洗い落 し

な さい。」(使 徒22：16)ア ナ ニヤ は，

その後 間もな く使徒パウロとなるタル

ソのサウロにこう説 き勧め ました。

私たちはバプテスマを受ける前 に，

自分の罪 を悔い改 め，イエス ・キ リス

トに従 うことを約束 します。(教 義 と

聖約20：37参 照)そ して，バ プテスマ

を受 ける時，水によって象徴的に洗い

清 められ ます。生 まれたばか りの子供

のように汚れなく，罪の意識か ら解放

され るのです。成人 してか らバプテス
キムボクジヤ

マを受けた，韓国の金福子姉妹は， こ

の清めについて次 のように語 ってい ま

す。「自分の罪 が取 り除 かれ，心が軽

くなるのを感 じました。私は世の誘惑

と不安な気持 ちに打ち勝てるように，

毎 日祈っています。」

ソル トレー クシテ ィー のアイ リー

ン ・エ リクソン姉妹は20代 でバプテス

マを受けた時，罪か ら清め られた と同
いや

時に心の癒 しを感 じた ことを， このよ

うに述 べています。「教会 に入 る前，

私 は自分が犯 した罪をほとんど意識 し

た ことが ありませんでした。で も，罪

の結果である苦痛 を感 じていました。

バ プテスマを受けた時， その苦痛か ら

解 き放たれたのを感 じました。」

もし私 たちが心か ら悔い改 め，イエ

ス ・キ リス トに従 うと約束 したのなら，

バ プテスマを受 けたのが8歳 であろう

と80歳 であろうと，私たちは皆，罪か

ら洗い清 められ るとい う祝福 を受 ける

ことがで きます。そ して，バプテスマ

の時に交わ した誓約を思い起 こし，決

意 を新 たにすることによって， この洗

い清め とい う癒 しの効果を保ち続ける

ことができるのです。

●日常生活の中で経験する罪の結果

には，どのようなものがあ りますか。

●バプテスマで交わ した誓約を新た

に し，バ プテスマが与えて くれる新鮮

な気持ちを感 じるにはどうした らよい

で しようか。

バ プテスマは

新 しい家族 を与 えて くれる

どの子供にも父親 と母親があ リ，多

くの子供 には兄弟や姉妹 もいます。そ

れ と同様 に私たちがバ プテスマにより

「水か ら生 まれる」 ときには
，福音 の

きずなで結ばれた兄弟姉妹 のいる新 し

い家族 が与えられます。私 たちは末日

聖徒イエス ・キリス ト教会 の会員にな

るのです。エ リクソン姉妹 はこのよう

に回想 してい ます。「私 はバプテスマ

を受 けた時， 自分 の家族か ら遠 く離れ

て暮 らしていました。でも，兄弟姉妹

のいる新 しい家族， しかも愛 に満ちた

家族の一員 となったような気持ちで し

た。」

エ リクソン姉妹がバプテスマを受け

た時 に所属 したワー ド部 には， よい家

族 に必要 な特性，すなわち互いへの愛

やよい模範，イエス ・キ リス トに従 う

決意があったのです。

●あなたのワー ド部 という家族の中

で，責任感 と愛 を一層強 く示す会員 と

なるには， どう したらよいで しょうか。

■ ・
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備 えられた人々
アフリカの末日聖徒の

芸術作品と記録的写真

マー ジ ョリー ・ドレーパ ー ・コンダー

フリカで教会が設立される何年 も前に，主は道 を

ア 備えられました。西アフリカでは特にそうで した。
西アフリカの人々の中には，国外で生活し，そこで学ん

だ福音の知識 を携えて帰国 した人たちがいました。また，

すでに福音 を信じていた西アフリカの人々から福音を学

んだ人たちもいました。 このようにして，モ
あか し

ルモン経に対する証 を持った人たちが，ナ

イジェリアとガーナの両国に集まって来

ました。彼 らは専任宣教師からレッスン

を受けたことがな く，中にはお互いに面

識がないという人々もい ました。

これ と並行 して，1959年 から1978年 に

かけて，社用や教育事業に取 り組むため，

西アフリカに在住 した末 日聖徒がいました。

その中には，ガーナ大学で家政科の設立に貢

献したブリガム ・ヤング大学教授団の一員バー

ジニア ・カ トラーや，奥さんのチェリー ・シル

バー とともにアイボ リーコース トの内陸部で

砂糖 きびによる農業関連産業 を推進 したバー

ナー ド・シルバーがいます。 また，ユタ州プ

ロボの出身で，現在七十人定員会会員である

メリル ・J・ベイ トマ ン長老は，ガーナ大学

で教授 を務 め，後 にガーナ政府の顧問のひとり

として働 きました。このような人々が西アフ リ

カで築いた友情の輪に助 けられ，教会 は，西ア

フリカで公的に認め られ る存在 とな りました。

1978年 後半，教会 は公式 に西アフリカでの活

動を開始 しました。ふさわしい男性であればだ

れで も神権 に聖任 されるとい う，1978年6月 の

啓示によって，アフリカ の会員にも自国の会員

から導きを受け，福音の祝福 を余す ところな く

受けられる道が開かれたので した。最初の年，

3組 の夫婦宣教師がいただけだったにもかかわ ら

ず，西 アフリカでは実に1，700人以上の人々が改

宗 しました。

福音 は，「備えられた人々，すなわ ち神 のみた まによ

り備えられた人々にもたらされるのです」 と七十人のア

レクサ ンダー ・B・ モ リソン長老は語 ってい ます。「学

ぶに熱心で，理解するに早 く，聞 く耳を持 ち，感受性が

鋭 く，霊的に敏感で，命のパ ンと水に飢 え渇い

ているこれらの人々は，福音の訪れるその

日のために長い間備 えられて きたのです。」

(「エンサイン」1987年11月 号，p.25)

1978年 にあの初期の宣教師が派遣 さ

れて以来，何百人 という宣教師が後に

続 きました。その大半がアメリカとカ

ナダ出身の夫婦宣教師でした。西アフ

リカからも，数多 くの若い男女が宣教師

として召 され，母国で また海外で奉仕 しま

した。西アフリカは，末日聖徒イエス ・キリス

ト教会の新たな伝道地のひ とつ として，今 日際

西アフリカの教会員の芸術作品 と記録的写真

を紹介 しましょう。 これ らの作品および写真は，

ソル トレー クシティーにある教会歴史美術館に，

西 アフリカの末 日聖徒」

として展示 されているものの一部です。アフリ

カの末 日聖徒の福音に対す る証 を視覚的に表現

した初期の作品 と言えるで しょう。□

マ ー ジ ョ リー ・ドレ ーパ ー ・コ ンダ ー は教 会歴 史美 術 館 館

このナイジェリア製のつえは指導者の象徴

で，スペンサー ・W・ キンボール大管長に贈られ



















ガーナの

プ リシラ ・サンプソン ーデービス

プ リシラ ・サ ンプソン ーデー ビスが

最初 に宣教師に会ったのは，オ ランダ

に住 んでいた1964年 の ことです。夫 は

宣教師の話 を聞 こうとはしませんでし

たが，サ ンプ ソン ーデービス姉妹は興

味 を引かれ，モルモン経を読みました。

その後家族がガーナに戻 った時，姉妹

はジョンソン兄弟のグループが教会 の

教義 を研究しているのを知 り，活発に

参加するようにな りました。そ して14

年後，彼女 と子供 たちはガーナに派遣

された宣教師 によってバ プテスマを受

けた最初 のグループに加わったのです。

教会に入って後のある日曜 日，彼女
せいさん

は示現 を見 ました。 そこは聖餐会のよ

うでした。 白い衣服 に身を包 んだ人が

説教台の前 に立ち，姉妹 を招いていま

す。「私は行 ってその横 に立 ちました。

すると彼 は，振 り返 って礼拝堂 の人々

が聖餐会 を楽 しんでいるか どうか顔 を

見 てみるようにと言いました。言われ

た とお りにすると，何人かが頭を垂れ

ているのが見 えました。 その人は，賛

美歌 を歌 っていない人たちが いるのは

なぜか と尋ねました。私 は 『学校 に行

ったことがないので英語が読 めないか

らです。歌 うことがで きない.ので頭 を

垂 れているのです』 と答 えました。

する とその人 は， 『英語が読 めない

ために賛美歌 を歌 うことのできない兄

弟姉妹 たちを助 けたい とは思 わない

か』 と言いました。」

姉妹 は書 くことがそれほど得意でな

か った にもかかわ らず，「やってみま

す」 と答えていました。

夢はそこで終わ りました。サンプソ

ンーデー ビス姉妹 はす ぐに 『イスラエ

ルの救 い主』 を母国語 に翻訳 したので

す。そ して姉妹は続 けてモルモン経，

教義 と聖約，高価なる真珠，福音の原則，

そしてそのほかの教会 の出版物を翻訳

し始 めました。(以 上現在 出版準備 中)

モ ルモ ン経の翻訳許可を申請す るに当

たって，彼女はこう言っています。

「伝道部長 と翻訳 について話 し合 っ

た時，伝道部長 は翻訳 を続 けるように

と.言って くれ ました……。

モルモン経 を翻訳 しなが ら心 はよい

思いで満たされました。そして， この

仕事 は確かに主が望んでお られるのだ

と確信 できました。 ときどき翻訳中に，

ある単語や語句 を使おうとす ると，急

にまるでだれかが後 ろに立って話 しか

けてい るように，『いや， こち らの言

葉 を使 いなさい』 とか，『その言葉 は

いけない』 という声が聞こえて くるの

です。私は消 しゴムをいつ も離 しませ

んでした。なぜな ら，みたまがいつ も

教えて くださっていたか らです。」

ナイジェ リアの

クレメン ト・エンワフォル

会員たちはこの新 たな信仰を熱心 に，

しか も非常 に開放的に分かち合 ってい

ます。たとえば， クレメント・エ ンワ

フォル医師は，患者の父親であるルー

ベン ・オヌオコアを通 して福音 に導か

れ ました。エ ンワフォル医師 は100万

を超 えるナイジェ リア人の首席医務官

であ り， アバでは非常に高名で信望の

ある市民です。ある日， そのエ ンワフ

ォル医師の所 に健康診断のため娘を連

れて行ったオヌオ コア兄弟は， きっぱ

りこう言 い切 りました。「りっぱな肩

書 きや地位があって も， まだエンワフ

ォル医師には欠けていることがひ とつ

あ ります。 それは 『この宇宙であなた

に生を与 えて くださった主に奉仕する

こと』です。」

この大胆な言葉 に接してか ら程な く

して，エンワフォル医師 は福音を受け

入 れ ました。 こう言 ってい ます。「ま

るで生 まれ変 わった ように感 じ.まし

た。」1988年5月15日 ， ニ ー ル ・A・

マ ックスウェル長老がナイジェリアの

アバ に西 アフリカ初のステーキ部 を組
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鐵

雛 難繕.

驚 織攣

幽
左から右 日曜の朝，木の枝を使ってチュルの聖徒たちが集会所に使うあずまやの掃き掃除;をする子供たち。

水槽がバプテスマフォント用にナイロビからチュルまで運ばれてきた。

新しいフォントの中に立つジュリアス ・カスー工兄弟。

ら，聖餐の歌 を歌 って聖餐 の準備 に入

ります。 それか らひざまずいて祝福 し

て，聖餐 をいただき，いつ もしているよ

うに聖餐の後 は布で覆 い， 自分で話を，

つ まり証 をします。そして日曜学校の

ように歌 を歌 ってか ら 『福音の原則』

を読み ます。 それか ら，いったん祈 り

で会を閉じ，次は神権会 を開きました。

賛美歌 を歌って祈 り，『メルキゼデク神

権者用個人学習ガイ ド』か ら選んだレ

ッスンを勉強しました。それか らもう

一度賛美歌 と祈 りで会 を閉 じました
。」

家に戻 って2カ 月してか ら，ロバー

トはタンザニアに派遣 された最初 の宣

教師， ラーベイ ・カフーンと夫人 のジ

ョイスから手紙 を受 け取 りました。通

訳 として奉仕してほしいと要請 してき

たのです。 ロバー トは快諾 し，ふたり

のいるダルエスサラームまで赴 きまし

た。そしてダルエスサラーム滞在 中に，

ナイロビか らの改宗者ジョイ ・ナシウ

マと出会って結婚 し，1993年7月 ，ふ

た りは南アフリカのヨハネスブルク神

殿でその結婚 を結び固めることがで き

ました。

ケ ニ ヤ の ベ ン ソ ン ・カ ス ー エ と

ニ ク ソ ン ・カ ス ー エ

ケニヤの初期の改宗者の中にベンソ

ン ・カスーエ とニクソン ・カスーエ と

いうふた りの兄弟がいました。ベ ンソ

ンは18歳 くらいの時にアメ リカ人のデ

ニス ・チャイルズ兄弟 とその家族 に福

音 を紹介 され ました。チ ャイルズ兄弟

はケニヤで研究活動 していた獣 医で，

ベンソンはその手伝いに雇われたので

した。ふた りの問に友情が芽生え，ベ

ンソンは教会 に関心 を持っようにな り

ました。そ して弟 にも福音 を紹介 した

のです。宣教師が初めてケニヤに送 ら

れてきた時， このふた りの兄弟は宣教

師 とともに福音を学び，バ プテスマを

受けたい と望 みました。 しか し，「い

つまでたってもバ プテスマが受けられ

る兆 しはありませんでした。教会が正

式な登録 を拒否されていたか らです。

4年 ほど待ちました。で き得 るかぎり

の ことをしましたが，バプテスマを受

けることはできませんで した。神が私

を試 してお られるのか もしれないと思

い，繰 り返 し断食 して祈 り続 けま し

た。」

教会の正式 な登録が認め られなかっ

たため，バプテスマ を受 けたい と望む

人は政府か ら特別 な許可 を得なければ

な りませ ん。1985年 ，家庭で 自分たち

だけがバ プテスマを受ける許可を得，

ふた りのカスー工兄弟はようや くバプ

テスマを受けることがで きました。そ

し て1986年 ， ベ ン ソ ン とニ ク ソ ン は ケ

ニ ヤ 人 初 の 専 任 宣 教 師 と し て ， ベ ン ソ

ン は ア メ リカ の カ リ フ ォル ニ ア に， ニ

ク ソ ン は ワ シ ン ト ンD.C.に 召 さ れ ま

し た 。

チュルの聖徒たち

ベ ンソンとニ クソンの兄弟 は伝道終

了後それぞれ神殿で結婚 し，福音 を分

かち合い続けました。教会 に紹介した

人 たちの中には兄 のジュリアス もいま

す。4年 間求道者 として教会 について

学んだ後，ジュリアスは教会 に改宗 し

てケニ ヤの首都 ナイロビの南東約250

キ ロの農村地帯にあるチュル村に移 り

住 みました。 ジュリアスと妻のサビナ

はそこの支部の中心的な存在 となって

活動するようにな りました。以下 のチ

ュルの聖徒たちの経験 は，アフリカじ

ゅうの聖徒たちの信仰 を代表 している

とも言えます。

チュルの聖徒たちは，礼拝用に40人

ほ どを収容できる小 さなあずまやを建

てました。壁 は木 の枝 を組み立てて作

り，屋根 は波型の トタンとやしの枝で

で きていました。毎週 日曜の朝には小

さな子供たちが木 の枝 をほうき代 わ り

にして建物 を掃いて回 りました。

ほかの地域か ら隔離 された未開発な
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環境のため，バ プテスマのためにも特

別な配慮が必要で した。バ プテスマフ

ォン ト用にナイロビから水槽が運搬 さ

れて きました。井戸か ら必要な水 をく

み上げてフォントまで6キ ロの道 を運

ぶのに5時 間かか りました。そのうえ，

バ プテスマを受ける人たちが水 をじゅ

うぶんかぶれ るように，10人 の大人が

フォントの中に立 って水位 を上 げなけ

ればな りません。最初 のバ プテスマ会

を目指 して40人 の求道者が レッスンと

面接 を受 けました。 この人 たちがバプ

テスマを受 けて教会に加わると支部の

会員数 は2倍 近 くに跳ね上が りました。

1993年8月 現在， チュル にはふたつの

支部が あ り，会員数 は合わせて350人

を数 えてい ます。

1992年 ， チュル地方 は深刻な干 ばっ

に襲われ，聖徒たちは飢 えに悩 まされ

ていました。ラ リー ・ブラウン伝道部

長 と当時チュル支部長 を務 めていたジ

ュリアス ・カスー工兄弟の指示の下に，

聖徒 たちを苦 しみか ら救 うため3，400

ポン ドの とうもろこしと豆を搬入す る

ことにな り，夫婦で伝道 していたテッ

ド・マ クニール夫妻 は， この食糧輸送

のためにナイロビか ら非常に厳 しい旅

をすることになりました。マクニール

長老 は当時を思い出してこう言ってい

ます。

「村か ら8人 の女性が手伝 いに来 て

いて， トラックの前の大 きな火 山岩 を

転が して は道 を作 ってい くのです。あ

んなに重労働 に耐 える女性 は見 たこと

がありません。私 はずっと建設関係 の

仕事に従事 していましたが，あんな部

下がいたらと思いました よ。」

17袋 の食糧 を積 んだ トラックが到着

した時，村 は喜びであふれました。カ

スー工支部長夫妻 は夜 を徹 してかゆを

作 り，飢 えで衰弱 して床から起 き上が

れない多 くの聖徒 たちに届けて回 りま

した。そして支部長は，全家族 を訪問

して何が必要かを調べました。

教会員 を将来の緊急時 に備 えるため

に，干ばつに強い作物 を作 る計画が立

て られ ました。 しか し，いか に干 ばつ

に強い作物でも，ある程度の水分がな

ければ育つ ものではあ りません。 とこ

ろが その地域 には，2年 近 く一滴の雨

も降 らなかったのです。そ こで1992年

10月21日 ，教会員40人 と教会員ではな

い60人 の村人が集まって作付 けをし，

その後で主に雨の祝福を願 う特別 な断

食を行ないました。そ して教会の映画

「天 の窓」が
，電気 のある数少 ない公

営施設で上映 されました。それから1

週 間 とたたないうちに待望の雨が降 っ

たのです。作物 も， そして人々の信仰

も成長 しました。そしてその年，チュ

ル村は豊作 に恵まれたのでした。

人皆神のみ前に等しく

福音 の回復の初期のように，改宗者

が福音 を分かち合い，チャレンジを乗

り越えようと努力するにつれ，アフリ

カにおける教会は急激 に成長 していき

ました。神権の啓示か ら15年 たった現

在，アフリカの黒人聖徒数 は教会初期

の成長 に匹敵する勢いで成長を続けて
み もと

います。主はまさに 「万人が主の御許

へ来て主のめぐみにあずかるように招

きた もうている」のです。「それで あ

るか ら，主の御許へ くる者 は黒人 と白

人，奴隷 と自由人，男 と女 の区別な く
たれ

誰 も拒 みた もうこともない。 また主は

異教徒 さえもかえ りみたもうか ら，神

の御前には……みな平等」なのです。

(IIニ ー ファイ26=33)

主 が アフリカの人々を愛 し，忍耐強

いこの民 を祝福 したい と望んでお られ

るのは明 らかです。教会 はアフリカの

聖徒たちの生活 に大 きな影響 を与 え，

彼 らもまた同様に教会 に大 きな影響を

与 えてお り，将来 も与 え続けることで

しょう。□

E・ デ ー ル ・ラバ ロ ンは ブ リガム ・ヤン グ

大 学の 教 会歴 史 と教 義 の准 教授 で あ る。
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ことでしょう。実際， ミゲルが大工仕事 をし，ほかの皆

もそれぞれアルバイ トをして2年 間働 き，やっと彼 らの

取 った方法で旅行するだけのお金が得 られたのですか ら。

マレロー家族が取った方法 とは，ワゴン車の旅で した。

ミゲルがワゴン車を改造 して，ふたつのベ ッドを備 えた

キャンプ用自動車にし，皆で車 ごとフェリーに乗 り込ん

だのです。 こうして海上 を旅することから始めましたが，

スペインまでは500マ イル(約800キ ロ)あ りました。

「みんな船酔いをしました。ですか ら，再 び陸を見た

時 は大喜びでした」 とラケルは言います。

しかし，それは旅行のほんの始まりにすぎませんで し

た。この先，何時間 も何時間 も車を運転 してスペイン，

フランス， ドイツを横断し，夜 は星空の下で眠 るのです

から。「退屈 さを紛 らすため，スペインのナンバープレ

ー トを見かけると，クラクションを鳴 らしては手 を振 り

ました。それから，知 っている賛美歌 とスペインの歌は

全部，何度 も何度 も歌いました」とデスィレーは言います。

「パパが運転 して修理 もしたわ」 とラケルが言います。

とりわけ電気系統が故障した時な ど，夜運転 しようとす

れば，数分 ごとに止 まってヘ ッドライ トを修理する必要 ・

があ りました。やっとのことでフランクフル トに到着 し

た時，車を道路の片側 に寄せ，夜明けを待ちました。明

るい中を，迷わずに神殿 まで行 くためでした。

しかし，やっぱり迷 って しまいました。神殿はフラン

クフル ト郊外のフリー ドリヒス ドルフにあるらしいので

すが， ドイツ語が うまく話せず，マレロー家族はなかな

かたどり着けません。結局，スペイン語ので きるタクシ

一運転手にお金を払って，誘導 してもらいました。
「ついに，てっぺんの天使モロナイを見つけた時 は，

すご くうれ しかったわ」 とラケルが言います。「きれい

でした。苦労 してやっとたどり着 けたか ら余計にそう感

じました。」

さて，彼 らは神殿の中でどんな経験 をしたのでしょう。

「結び固めを受 けたのは， とてもすばらしい経験でした。

小 さな子供たちまでみんな白い服 を着て， ほん とうに美

しい と感 じました。今，私たちは，愛する人 たちと永遠

に一緒に暮 らせると確信 しています」 とデスィレーが言

いました。

マレロー家族は神殿で4日 間過 ごしました。両親 は結

び固めをし，年長の子供たちは，死者 のためのバプテス

マを受けました。やがて神殿 を去 る時が来 ました。皆な

かなか出発する気 になれ ませんで した。 これか ら長 く退

屈な道のりが待ち構 えていると思 うとなおさらで した。

しかし，彼 らの人生 はこの4日 間で変 わ りました。

「言い争いも少な くな りました。自分たちが永遠の家族

であるとわかったからです」 とラケルが言います。

デスィレーもこう語ってい ます。「あの旅行 は，人生

にも似た経験で した。私たちは困難な時を乗 り越え，一

生懸命に働かなければなりません。で もそうすることで

日の光栄の王国に行 けるのなら，努力する価値があると

思 うんです。旅行の時 も私たちは，た くさんの犠牲 を払

ったので，みんなで一緒にた どり着 くことができたんで

す。」□

神殿に入るためには

神殿訪問には，多 くの準備が必要

です。神殿に参入する場合，死者の

ためのバプテスマを受 けるためであ

っても，家族の結び固めであって も

知 ってお くべきことがい くつかあ り

ます。

●12歳 か ら18歳 までの人 は，「限

定推薦状」が必要です。この推薦状

を受 けるためには，監督 との個人面

接が必要にな ります。男性はアロン

神権 を受けていなければなりません。

●神殿 に事前に電話 を入れ，自分

が受 けようとする儀式の 日時 を予定

表に書き込む。

●神殿 に参入する場合は，安息日

の服装を心がけるべ きです。神殿 内

では特別な白い衣服に着替 えます。

●この経験が人生で最：も大切な霊

的経験のひ とつになることを心に留

めてください。戒 めを守 り，祈 り，

聖典を勉強し， 日の光栄の家族 とし

て愛に満ちた態度でふ さわし く生活

するなど，で きるかぎり早 い時期か

ら備えて ください。□
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十二使徒定員会会員
■

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン 長 老 逝 去

1994年2月25日 ， 十二使徒定員会会員のマー ビン ・J・ アシュトン

長老がユタ州ソル トレークシテ ィー内の病院で逝去 した。享年78歳 。

葬儀は3月E日 ソル トレーク ・タバナクルで行なわれた。

マ ー ビ ン ・ J・ ア シ ュ トン長 老

友，擁護者の死

十二使徒定 員会会員 マー ビン ・J・

アシュ トン長老の教 えは愛 と平安の教

えであ り，主の助 けがあれば，いつで

も悔い改めてや り直す ことがで きると

いう確信 を与 えて くれるもので した。

静かでありながら力に満ちたその声

は，1994年2月25日 ， ソル トレークシ

ティーの病院でアシュトン長老が78歳

の生涯を閉 じた瞬間 に， もはや聞けな

くなってしまい ました。 しか し， その

教えはアシュ トン長老の説教 に聞き入

ったことのある人々の心 にいつ まで も

残るで しょう。アシュ トン長老の教 え

は人々に人間の真 の姿 と可能 な行 く末

を示す ものだったか らです。

「私 たちは何 のためかわか らず に強

いあこがれを感 じることがあ りますが，

おそらくそれは私たちの心の中心で あ

る主 を求 め，主か ら離れず， この世が

与えるものよりもよ り高 く，よ り良 く，

より満ち足 りたものを求 めているので

はないでしょうか。……郷愁 の念がこ

の世で正 しく生活するのに必要な動機

とな り，天の家へ帰 り父なる神 と共 に

永遠 に住め るよ うに……。」(『郷愁』

「聖 徒 の 道」1993年1月 号
，p.27)ア

シ ュ トン長老は，自身に とって最後 と

なった総大会の説教 の中でそのように

語 りました。

アシュ トン長老の葬儀 は，3月2日 ，

ほぼ満員のソル トレーク ・タバナ クル

で行 なわれました。大管長会からはゴ

ー ドン ・B・ ヒンクレー第一副管長 と

トーマス ・S・ モンソン第二副管長が

話者 として壇上 に立 ち，十二使徒定員

会のダ リン ・H・ オークス長老，七十

人 のジェフリー ・R・ ホランド長老，

そしてアシュトン夫妻の子息であるス

チーブ ン ・K・ アシュ トン兄弟 とM・

ジョン ・ア シュ トン兄弟 も話 をしまし

た。

オー クス長老 はその話の中で， アシ

ュ トン長老についてこう語っています。

「若い人々 ときわめて親密 な関係 を維

持 している人で した。心が広 く，思い

や りがあ り，慈悲の心に満ちた賢明な

方でした。アシュ トン長老の用意 する

プログラム は，可能なかぎり人の成長

のために配慮す るものでした。……助

けを必要 とする人のために働 くという

アシュ トン長老の決意は固 く，終生変

わ りませんで した。」

モンソン副管長はアシュ トン長老 を

次の ように評 しました。「人間 の高貴

な尊 さを信 じる人でした。 どの人 にも

神 となるべ き力が備わっていることを

理解 していて， どの人 ともそのように

接 しました。つまり，相手の過去の姿

に目を向けるのではなく，その可能性，

あるべ き姿 を心 に留 めました。……マ

ービン ・J・ アシュ トン長老 は，機会

を生かし，必要 な行動 を起 こし，称賛
はらから

の言葉 を忘れず，神 と同胞のために働

くことをすべての人々 に教 えました。

アシュ トン長老 は実に愛の深い人でし

た。」

ヒンクレー副管長は，ソル トレーク

神殿でアシュ トン長老が十二使徒の兄
あかし

弟たちに残 した最後の証 を紹介 しまし

た。「『心に浮かぶひ とつの言葉がある

とすれば， それは 「感謝」 という言葉

です。 この場に臨み，神のみ業 に携わ

れるという事実に感謝 します。私たち

はときとして，急ぎすぎてはな らない

という点 にもっと心 を留 めなければな

らないことがあります。主が このみ業

を指導 し，私 たちの置かれている状況

を理解 してい らっ しゃるか らです。

……私は主 を愛 し，主が与えて くださ

った祝福 に感謝 してい ます。」

アシュトン長老は1971年12月2日 に

十二使徒定員会会員 に聖任され ました。

アシュ トン長老の使徒 としての先任順

位は，亡 くなる時点で，ベ ンソン大管

長から数えて6番 目で した。十二使徒

定員会会員 になる前 は，1969年10月3

日から，十二使徒補助 として働いてい

ました。

19/5年5月6日 ， ソル トレー クシテ

ィーでマー ビン 。0・ アシュ トン， レ

イ ・ジェレ ミー ・アシュトン夫妻の間

に誕生 したアシュ トン長老は，父親の

名前 にちなんで命名 されました。アシ

ュ トン長老の父親は，その後 の1938年

か ら，亡 くな る1946年 まで，教会の管

1理監督会の一員 として働 いています
。

幼いマー ビンの両親 は，その3人 の息

子 と3人 の娘たちに とって，誠実 と奉

仕の模範でした。家庭では，福音の標

準 を守 り，教会で奉仕することが当た

り前になっていました。

勤勉 もここでは当然の家風でした。

ロー カ ル

1



マー ビン ・Jは ウサギ とハ トを飼い，

家族の ものだった約2，400坪 の 農場 で

働 き，高校時代，大学時代 を通 じて父

親の経営す る金物店の仕事を手伝 いま

した。

マー ビン ・J・アシュ トン長老 は生

涯 を通 じて若い人々ために働 く数多 く 、

の機会 を持 ち， それを楽 しんでい まし

た。教会幹部 として召 される以前にア

シュ トン長老 は若い男性相互発達協会

(現在 の若い男性組織)で21年 間責任 を

果たしました。 この うち，10年 間 を中

央管理会 の一員 として，11年 間をその

会長会の中で働 きました。教会の青少

年プログラムを携えて世界 じゅうのユ

ニットを回ったものです。

1993年5月 ，インスティテユー トの

学生たちを前にして，アシュ トン長老

は次の ように語 りました。「私 は若 い

人々が大好 きです。若人 の皆さんか ら

信頼 を寄せられる友 となれるよう，長

年にわたって努めて きました。別にそ

れを誇示するつ もりはありません。皆

さんの友であ り，擁護者であ りたい と

静かに考 えているだけです。 そして，

皆 さんに対 し，心か らの愛 と，激励 し

たい気持 ちと，深い尊敬の念 を抱 いて

います。」(「ソル トレーク ・タバ ナ ク

ルでのセン トラルバ レー ・インスティ

テユー トの学生たちへの説教」1993年

5月16日)ア シュ トン長老 を知 る人々

は，確かに彼がこの言葉 どお りの人で

あることを知っています。

アシュ トン長老 はスポーツを愛 して

い ました。また，個人の体力の維持，

若い人々 との交流，さらには彼 らの人

格形成 とい う点で，スポーツの価値を

認 めてい ました。YMMIAの フ ィー

ル ド競技会を指導していた時代には，

若者 たちの参加で きる活動種 目が著 し

く増え ました。「だれ もが体力作 りを

する必 要が あ ります。」 アシュ トン長

老 はそう説 くことで知 られてお り， 自

身 もそのとお り実行 しました。

青年時代 に教会のバスケッ トボール

で著 しい成.績を上げていたアシュ トン

長老 は，イギリス諸島で専任宣教師 と

して伝道 していた当時，全英選手権で

優勝 した末 日聖徒宣教師チームのキャ

プテンを務めていました。テニスでは，

幼いころ兄のウェンデル との間に始 ま

った腕 くらべが70年 も続 きました。ア

シュ トン長老 は， ときどき冗談めか し

て こう漏 らしていました。ノーマ ・バ

ー ンス トンと最初 にデー トした理 由の

ひ とつ は，、彼女の両親がテニスコー ト

を持 っていたからだ， と。アシュ トン

長老 とバーンス トン姉妹 は，1940年 に

ソル トレー ク神殿 で結婚 しました。

1951年 には，教会全体で行 なわれたテ

ニスのダブルス選手権での優勝チーム

に属 し，1954年 に は夫婦で混合ダブル

ス選手権に勝利を収め，1969年 に はや

はり夫婦で教会全体の競技会の決勝 ま

で残 りました。アシュ トン長老は自身

の体力作 りのためにテニス とジョギン

グをずっ と続 けました。

さらに，アシュ トン長老の生涯 は，

霊的な事柄 と物質的な事柄，世俗 的な

仕事の管理 と慈悲深 い愛を必要 として

いる人への対応 との間 に，みご となバ

ランスを保 っていました。

アシュ トン長老 は，教会 の内外 にお

いてあまね くその管理経営手腕 のすば

らしさで知 られていました。アシュ ト

ン長老 は教会の指導者訓練委員会 の委

員長，コー リレーション役員会および

中央福祉活動委員会の役員を亡 くなる

まで務めました。さらに，教会教育管

理会 ならびに教会教育役員会 に籍 を置

き，ブリガム ・ヤング大学の理事 も務

めました。 ブリガム ・ヤング大学から

は名誉人文学博士号 を授与 されていま

す。また，ユタ大学.を卒業 したアシュ

トン長老は，同大学か ら傑出 した卒業

生 に送 られる特別賞 と名誉法学博士号

を授与 されてい ます。ユタ州の州立大

学評議員 として高等教育のためにも尽

くしました。

教会幹部 として召 され る以前のマー

ビン ・J・アシュ トン長老 は，みずか

ら設立 した製材会社の副社長 として働

き，1957年 か ら1961年 まではユタ州の

州議会議員 を務めました。 さらに長年

にわたって実業界で数々の要職 に携わ

って きました。 デゼレ ト出版社および

ZCMIデ パ ー ト組織の社長，教会が保

有する不動産資本の管理を委託 されて

いるシオ ン証券会社 の副社長， ファー

ス ト・セキュリティー ・コーポレーシ

ョン&ベ ネフィシャリー ・デベ ロプメ

ント・コーポレーションの取締役な ど

聖徒 の道/1994.年5月 号

2

が挙 げられ ます。

ビジネスマンとして また行政官 とし

てのマー ビン ・J・アシュ トン長老の

生活 には霊的な価値観が しっか りと根

を下 ろし，必要 を抱 えた人々の援助 に

献身する姿があ りました。 たとえば州

議会議員時代には，少年拘置所 の改善

運動の先頭 に立ち，十二使徒補助の時

代 には，教会 の統合社会事業計画(現

教会社会福祉課)の 初代運営委 員長 に

就任 しました。アシュ トン長老 は教会

の この部門を担当した期間，青少年の

カウンセ リング，里子の養育，受刑者

の更生，養子縁組， インディアン学生

の援助な ど，個人の福祉問題を扱 うプ

ログラム と取 り組んでい ます。長老 は

受刑者 に手 を差 し伸べ るために尽力 し

ました。ユタ州立刑務所内の宗派 を越

えて使用できる新 しい礼拝堂の建設 も

その成果のひとつです。

アシュ トン長老が個人的に示す模範

の影響力 はきわめて強いもので した。

ユタ州立刑務所のある若い受刑者 は，

アシュ トン長老か ら示された個人的な

愛にこたえて，生活 を変 え， ついには

神殿結婚す るまでになりました。かつ

て服役 していた彼 の言葉です。「主 の

使徒が私のような者 に握手 をして くだ

さると知 った とき，自分 はきっ と価値

のある者なのだ と思いました。」

マー ビン ・J・アシュ トン長老 は こ

う述べた ことがあ ります。「ふさわし

さ とはどのようなものか理解 していな

い人が，かな りた くさんいるようです。

ふさわしさとは成長過程 における努力

の表われであ り，完全への歩みは永遠

に続 く旅です。私 たちは今は完全でな

くても， ある種の特権を享受す るだけ

のふさわしさを備 えることがで きるの

です。」(『ふさわしさについて』「聖徒

の道」1989年7月 号，p.22)

別 の総大会では次の ように教 えまし

た。「神権 を持 つ若人の皆 さん，神 は

私たちが勝利 の栄光 を手にす るように

望んでお られ ます。あらゆる敵 に勝利

を収めるように望んでお られ るのです。

固い信念 と勇気を持って強 く立たなけ

ればな りません。神は導いてお られ ま

す。負ける理 由はあ りません。」(『山

の ごとく強 く立 つ』「聖徒の道」1990

年1月 号，p.39)
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再組織された

大阪堺ステーキ部長会

去る1月16日,ア ジア北地域会長会会長メリル･J･ベ イ トマン長老管理の下に

開催 された大阪堺 ステーキ部大会で,[986年9月 よりステーキ部長の責任 を果た し
こ まつナしザ みなみもとくに お

てきた小松 忠 兄弟が解任 され,新 たに南 本邦雄兄弟か召 された。第一副ステーキ

部長には,蘇 群 兄弟(写難)か,第 二副ステーキ部長には,鶏 繍 兄弟(写

真右)が 召され,そ の任に当たることになる。

聾 畜{垂 燃
轟

なんじ うち
｢『みた ま』は汝 らの心の中 に在 り｣

大阪堺ステーキ部長 南本邦雄

60年 代 後半,大 学紛争の中にあ

19 って,心 はいつも揺れ動いてい
ました。平和 とは何かなど,深 く考 え

させ られる時期でした。

1969年9月 末 に,大 学の先輩を訪 れ,

難

難

ふたりでしたたか飲 み,苦 しい一夜 を

過 ごした翌 日の ことです。大学の帰 り

道,自 分 のいたらなさ,汚 れたさまを

深 く悔い,今 の生活を何 とか したいと

思い,も う決 して酒は飲むまい と堅 く

決心 しながら歩いていました。

その時,ふ た りのアメ リカ人の青年

が,真 正面 か ら私 に近づ いて来て,

｢お もしろい映画があ るのですが見 る

時間はあ りませんか｣と 声 をか けて く

れ ました。時間にゆとりのあった私 は,

素直 に招 きに応 じて,ふ た りに従って

行 き,神 戸支部の一室で,ジ ョセブ･

ス ミスの最初 の示現やモ ロナイのこと,

モルモン経 についてなどのスライ ドを

見せてもらい ました。

私は,特 にモルモン経 に興味を覚 え,

ぜ ひ勉強 させてほしいと私か ら長老 に

頼 みました。 それ以降,2,3日 お き

に教会に通い福音 を学ぶ ようにな り,

次第 に張 りのある生活ができるように

な りました。

初めて日曜学校 に参加 させていただ

いた時の ことは,今 で もよく覚えてい

ます。ひ とりの同年輩の青年がにこに

こして迎えて くださり,玄 関に入 って

か ら私が帰るまで,集 会 の間ずっ とそ

ばにいて世話 をして くださいました。

その帰 りには,何 とも言えない温か さ

に体が包 まれたのを覚 えてい ます。

ある朝たばこを1箱 買い,1本 吸 っ

ていつ ものように宣教師の話 を聞 きに

教会へ行った ところ,｢知 恵 の言葉｣

の レッスンでした。神様の教 えを受け

入れ ようと思っていた私 は,主 の助け

があって,直 ちにたばこを断つ ことが

できました。残 り19本 は宣教師に預け

処分 してもらい,そ れ以降 は1本 も吸

ってい ません。

しか し自分のような汚れた者,罪 深

い者の祈 りなど,神 様 はお聞 きになら

南本邦雄ステーキ部長の紹介

1948年 兵 庫県尼崎市生 まれ。21歳

てバ プテス マを受 け,1971年 か ら

【973年まて日本西部伝道部て専任宣

教師として働 く。神戸大学教育学部

卒。1974年 か ら現在 に至るまて,中
きようべん

学校で教 鞭 を執 る。 これ まで,副

ステーキ部長,副 伝道部長,ス テー

キ部伝道部長,高 等評議員,監 督,

副 支部長を歴任 している。

南本邦雄ステーキ部長こ家族
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鈴木和夫ステーキ部長の紹介

1947年 東 京都品川区生 まれ。明治

学院大学社会学部中退。1971年,加

藤美和子姉妹と結婚 し,1978年,家

族でバプテスマを受ける。現在2人

の子供がいる。東京ステーキ部ひば

りケ丘 ワー ド部所属。会社役員。こ

れまで,高 等評議員,監 督,副 監督,

長 老定員会会長 を歴任 している。

妻 とは教会の友人 と行 ったスキー場

で知 り合い,1971年 に結婚 しました。

目黒からひば りケ丘 に移って来 たのは

1975年 の ことです。その時はまだ,す

ぐ近 くに末 日聖徒 イエス･キ リス ト教

会があることなどまった く知 りません

でした。

質素な身な りをした宣教師の訪問 を

受 けたのは,と てもよく晴れた日で車

を洗 っている時でした。澄んだ熱いま

なざしで,彼 らは真理 を伝 えるために

日本へ伝道に来ていることを告 げまし

た。私は手を止めふたりを家に招き入

れ,妻 と話を聞 きました。熱いまなざ

しをしたシェリーという宣教師の靴下

は,季 節外れの厚い物で穴が開いてい

ました。靴 もほ とん ど形が崩れてい ま

した。1時 間 ぐらいの話 はとて も新鮮

でした。話 の途 中で何度かぞ くぞ くす

るのを感 じていました。 そして次の訪

問を受ける約束 をしていました。2年

間自費で伝道に来ていることを聞 き,

帰 る時に少 しのお金 を包んで渡 そうと

しましたが,き 然 と断わ られてしまい

ました。

福音 を学び教会にも行 き始めました

が,私 たち夫婦がそろってバプテスマ

を受けるようになるまで にはかなりの

時間が必要で した。辛抱強 く宣教師や

会員 めかたがたが訪問して くれました。

私 はカ トリック教会で洗礼の後,ほ か

の儀式 も受けていましたので,バ プテ

スマにはかな り抵抗がありました。 も

ともと私 は頑固な方で,お 世話 になっ

た神父 さんや親 しく語 り合 った仲間の

ことを裏切るような思い もあ りました。

で も2年 以上福音 を学んでいるうちに,

知恵の言葉は自然 に生活に入 り込み,
』否定
で きない真理 を知 るようになって

い ました。そして新 しい人たちとのよ

りよい関係 も育 ってきておりました。

新 たな信仰が心に根 を付 け始 めたころ

には,頑 固な心は,必 然的に素直 な心

に変化 してきました。

そしてやっと,1978年5月28日,東

京ステーキ部センターでバプテスマを

受 けました。バプテスマを受 けた後,

しばらくの問,体 じゅうが温か くなっ

たことをはっきり覚 えています。決心

するまではとても慎重だった妻は,改

宗 してか らは歩みが速 くな りました。

それに引 き替 え私は会社のラグビー部

に所属 していて,シ ーズ ン中はほとん

ど教会へ行けませんでした。経済的 に

は苦 しい時期で したが,妻 はいつ も変

わ らず穏やかに子供たちを育てて くれ

ました。

1981年12月,私 たち家族 は悲 しく苦

しい経験をしなければな りませんで し

た。20日 は初等協会のクリスマス会が

あった日でした。私 は仕事 の帰 りに家

族 と待 ち合わせ をして,久 しぶ りに子

供たちのための買い物 をしました。途
りようへい

中で 当時6歳 だった長男 の亮 平が気

持ちが悪 くな り,急 いで家に帰 りまし

た。それまでの経験か ら,風 邪 を引い

たのだろうと思い,温 か くして寝かせ

ました。

翌日は私だけが教会へ行 きました。

家に帰 って間 もな く,亮 平が引き付 け

を起 こしました。救急車が駆けつ け病

院へ向かう途中,同 乗 した私は何度 も

｢亮君頑張れ｣と 励 ま しましたQ病 院

に着 くと,当 直の先生 はここでは手の

施 しようがない と言いました。

また救急車 に乗 り,ほ かの病院ぺ移

動することにな りました。次の病院 に

着いた時には,呼 吸が弱 くなっていま

した。若い先生は皮でで きた,ま りの

ような呼吸器の先 を子供の口にあてが

い一定の間隔で押す と,子 供 の胸 は不

自然 にふ くらみました。 しかしこの病

院にも治療 に必要な設備がないので,

先生 はほかの病院の手配をするために,

急 いで部屋を出て行きました。 日曜 日

で どの病院 もなかなか連絡が取れない

ようで した。やっと都内の大学病院に

移 ることになりましたが,先 生はその

病院に着 くまで命がもつか どうかわか

らない と言 いました。再び救急車 に乗

りました。先生 は呼吸器 を絶 えず押 し

なが ら,途 中何度か車を止めるように

指示 し聴診器で心音 を確認 しました。

病院 に着 くと直ちに集中治療室 に入

れられ,人 工呼吸器が取 りつけられま

した。間 もな く女の先生が来て急性脳

症 とい う病名 を告げ,｢残 念 なが ら助

か る見込 みはありません。万が一助か

って も脳 に障害が残るで しょう｣と 言

いました。人工呼吸器の｢シ ューポン

……シューポン……｣と し)う音が止 ま

ったのは1月11日 で した。闘いは終わ

り,亮 平 は神様のみ もとへ向かいまし

た。終始私たちのために教会 の多 くの

人たちが祈 り励 まし,無 言で慰め助け

て くれたことは決 して忘れ ることがで

きません。

私はこの突然の出来事 を機 に,自 分

聖徒 の道/1994年5月 号
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ドイツのフライベルク神殿にバスで片
あかしかい

道36時 間 もかけて参入 し,断 食 証 会

で涙 を流 して神殿の祝福 を証す る会員

たちの姿 には心を打たれます。 日本で

は格 安 の｢聖 徒 の道｣(ロ シア語 版

｢リ アホナ｣)も こち らでは とても手に

入 らず,会 員たちは回し読みをしてい

ます。まだ,教 義 と聖約のロシア語版

が出ていないため,彼 らはモルモン経

と翻訳済みのわずかな資料で信仰 を使

って固 く立っています。 ここで は医療

事情 も極端 に悪 く,宣 教師 は病気をす

るとモスクワかオース トリアのウィー

ンに送 られ ます。扶助協会では集 めら

れるだけの薬 を集め,必 要な会員 たち

に渡 してい ます。 ドイツの神殿参入は

薬を得るためのよい機会です。先 日5

歳 の会員の子供が,手 術 のため入院 し

た時 も病院にはあまり薬がないので,

会員たちが必要な薬を持ってい くとい

う状況でした。

社会主義から離れて自由になったと

はいえ,資 本主義経済 に移行す るのは

大変な こ.とのようです。不安定な新 し

い経済状態の中で人々 は生 きるのに必

死です。今年の冬 は電力が賄 えないた

め,家 の暖房 は例年の30パ ーセ ントし

かな く,テ レビも週末 を除 き夜の6時

か ら12時 まで。そんな中で会員たちは

聖歌隊を組織 し,最 近始まったセ ミナ

リー,イ ンステ ィテユー トで学び,信

仰をはぐくんでいます。すでにこの町

か ら20人 以上の改宗者が専任宣教師 と

して,ロ シア･サ マラ伝道部やモスク

ワ･サ ンクトペテルブルグ伝道部 で活

躍 しています。

伝道活動の方ですが,宗 教が 自由に

なるとともにあらゆる宗教が一気に旧

ソ連 に流れ込 み,一 種流行 のようなき

らいす らありましたが,徐 々に人々 も

慣れてきて,あ れもこれ もと受 け入れ

ることはな くなり,以 前に比べると多

少むずかし くなって きているようです。

伝道 を目的 としたビザの発行 も次第

にむずかし くなって きてお り,旧 ソ連

圏に召 された宣教師の多 くがMTCで

任 地変更 を余儀な くされ,ア メ リカ合

衆国内の伝道部やスペイン語圏に召 さ

れた宣教師 もいます。結局,旧 ソ連圏

に召された宣教師の半数 はほかの任地

へ変更 されたそうです。私 たちのグル

ープは,キ エフへひとりも欠 けずに入

国で きた最後のグループでした。今 の

同僚はMTCを 終 えて もビザが下 りず,

カ リフォルニアで約2カ 月伝道 してか

らここへ来 ました。 ロシア正教会の力

が強 く,外 国人宣教師が ここで伝道で

きな くなる可能性 もあるので,ス テー

キ部宣教師の育成が進んでいます。彼

らは私たちとよ く働 き,何 人かは専任

宣教師とともに1日 の大半を使 い働 い

てい ます。 ここでの2番 目の同僚 はチ

ェコ出身でしたが,彼 が改宗 した時,

宣 教師の伝道は許可 されておらず,会

員たちが仕事の後,自 分たちで伝道 し

たそうです。

また伝道部長 の働 きは大変な もので

す。 ビダルフ伝道部長 と姉妹の愛 は大

変深 く,い つ も彼が主のみ手 に使われ

て私たちを導いて くださっていると強

く感 じます。 また夫婦宣教師の働 きも

偉大です。彼 らはここでは,神 権指導

者であ り翻訳者であ り宣教師です。言

葉の面では苦労 しているようですが,

多 くの会員や求道者 を助 けてい ます。

多 くの会員,求 道者,同 僚宣教師の

模範,そ して私 を支 えて くれる家族 の

愛,友 人,日 本の教会員の皆 さんに心

から感謝 しています。そして何よ り,

いつ もいつも私 を守 り,導 き,助 け,

支 えて くださる主の恵みと導 きに心か

ら感謝 してい ます。与えられた この機

会 を じゅうぶん に生 か して,多 くの

人々 とこの永遠の真理を分かち合いた

いです。(み ずの･ひ ろあき1993年

12月27日 付)

聖徒の道/r994年5月 号

8

両親の改宗を通 して
｢主の時｣を

感 じました

東京南ステーキ部渋谷ワード部

前田伸子

92年,入 退 院 や 手 術 を繰 り返 し

19 ていた母が,私 たちが夏休みに
帰省 した際,自 分か ら｢明 日,教 会 に

行ってみようかな｣と 言い出 しました。

20年 余 り祈 り続けて きて,初 めての言

葉でした。それから2カ 月後,数 々の

主の導 きと宣教師や兄弟姉妹たちの助

けがあって,両 親 はそろってバプテス

マ を受けることがで きました。両親 の

改宗 を通 して,私 たち家族 も多 くの祝

福 を受 けました。 また週に1度 の神殿

での奉仕 の機会 もあり,そ れを助けて

くれる子供たちとともに幸せな日々を

過 ごしていました。

そんなある日,元 来,虫 歯のない私

が歯に痛 みを感 じました。普通 なら忙

しさに紛れて通院することなど考えら

れない時期だったのですが,思 い切 っ

て近所の歯科医院を訪ね ました。結局,

虫 歯で も何で もなかったのですが,そ
こうくう

の時先生か ら別の指摘 を受け,口 腔外

科で診察を受 けるよう紹介状 をいただ

きました6当 時私 は,長 男の学校では

PTAの 役 員 を,次 男の幼稚 園では幹

事 を務め,折 々の行事 のために忙 しい

毎 日を過 ごしていました。また,次 男

が 目の手術 を受けることなどもあり,

私 は紹介状 を手元 に置き一段落す るの

を待 っていました。

やっと時間が取れて2月 に大学病院

で検査 を受 け ましたが,そ の時 には

｢多分
,だ いじょうぶで しょう。何か

あった ら,す ぐに電話 が行 きますか

ら｣と いう具合でした。安心のための

検査 と自分に言い聞かせてい ましたが,

検査後の痛みが思 いのほかひ どかった

のと,何 か導かれるものを感 じ,翌 日,

神殿 に奉仕に行った時,生 まれて初 め
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んどが舌がんと言われていますが,そ

んな中で,口 腔外科で同様の手術 を受

けた姉妹の記事 は大変な驚 きで した。

手術後,私 は心から生 きた証 し人に

な りたいと思いました。聞 き取 りにく
あかしかい

い とは思い ましたが,努 めて証 会 に

立ちました。そしていつ も｢子 供たち

のために,せ めて次男がバプテスマを

受 けるまで,せ めて伝道に出る時まで,

現世 にとどめておいて ください｣と 祈

っていました。母親 としての最低限の

務めであると思っていたのです。

ところがある証会 で,子 供 たちがふ

た りそろって証 をする姿を見て,私 は

改めて大切 なことを確認 しました。そ

れは私が母親 としてで きることがある

とすれば,子 供 たちが証 を持てるよう

一人一人 を導いてあげること
,そ れが

何 にも増 して大切だ ということです。

頭ではわかっていたつもりでしたが,

福音の中をまっす ぐに歩 んでいる子供

たちの姿 を見て,天 のお父様 はすべて

を祝福 し,与 えてくださっているのを

知 りました。現世での長 らえよりも,

どんなに短い時間でも福音を知 り平安

に生活で きる喜びの大 きいことを感 じ

ます。

昨年の8月 には,神 殿でオルガニス

トとして奉仕させていただけるように

な りました。最近 は続 けてエンダウメ

ン トを受けられ るまでに体力 も回復 し

てきました。昨年 は先祖の身代わ りの

儀式を受 け,10月 には両親 とともに神

殿に参入 し結び固めを受けることもで

きました。

今回の手術 を通 して,主 の愛をより

強 く感じ,そ の祝福 を豊かにいただ き

ました。話 すことは少 し不自由にな り

ましたが,そ れまでにも増 して証 をし

たいとい う心に駆 り立てられます。歌

うことはできな くな りましたが,心 の

中で思いっきり賛美歌を歌 っています。

手術 の影響で聞 こえな くなった右耳も,

最 近耳鼻科の手術 を受け,よ く聞 こえ

るようになり,ピ アノを弾 いても違和

感がな くなりました。体力 も回復 して

きましたので,好 きな車を運転 しての

通院 もだいぶ楽にな りました。

た くさんの祝福 をいただき,私 は本

当に幸せに思います。福音 を知ったお

かげで,人 生の目的を見失 うことなく

平安に生活できること,ど んな ときに

あっても,そ れができることを証 しま

す。機会 あるごとに,そ の証 を多 くの

人々に分かち合えたらと思います。 そ

して,ひ とりで も多 くの人が主の愛 に

包 まれ,現 世での生涯 を平安に過 ごせ

るように と願い ます。(ま えだ･の ぶ

こ)

家庭の中に愛あらば,

見るものすべて

美 しく

仙台ステーキ部長町ワード部

沼田キン

私
が初 めて教会 に出席 したの は

1992年8月 初めのことです。東

京から帰 ってきた娘家族 と一緒 に教会

に集 って祈 り,賛 美歌 を歌い ましたが,

｢家 庭の中に愛 あらば見 るものすべて

美 しく｣と いうその歌詞に胸が打たれ

涙が流れました。本当に愛があればど

んなことで も乗 り越 え,広 い心で相手
ゆる

を赦す ことができるようなそんな気が

しました。結婚 して40年 いろいろなこ

とがあ りました。次々に追い打ちをか

けて くる病魔 と闘い,精 神的 に耐 えら

れない ときは死の うと思 ったことも何

度 もあ りました。

神様 はどうして こんなに私に試練 を

与 えるの,と 娘に話 し電話で泣 いたこ

ともあ ります。 こんな私 をきょうまで

支 えて くれたのは娘です。20年 前バ プ

テスマを受けたい という娘 に涙 を流 し

て反対 した覚 えがあ ります。今思うと

なんと愚かな親だと情 けな く思います。

娘ふたりがお世話 になっている教会に

行った時,多 くの兄弟姉妹が温か く迎

えて くださり,す ば らしい皆 さんに巡

り会 うことができて本当にうれ しく思

いました。

娘家族が東京へ戻 り,ひ とりで教会

に行った 日,姉 妹宣教師の方に声をか

けられて福音を勉強 し始めました。暗

い心にほのかな明か りが見 えるような,

そんな幸せな気持 ちにな りました。

お酒を飲んでいる夫のそばで福音の

聖徒 の道/1994年5月 号
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原則や学習ガイ ドを声 に出して読 み,

聞 いて もらう日が続 きました。何 日か

過ぎて今度は夫の休 日を選び,宣 教師

の方 に訪問 していただいて一緒に福音

を学びました。結婚 して以来,夫 の前

･で声 を出して本 を読む ことなどあ りま

せんでした。今思 うと神様 の導 きがあ

ったことを感 じます。ふた りの娘がそ

れぞれ家庭 を持ち,夫 とふた りだけに

なった私にはつらい日の方が多 く,お

互いに話 し合えば傷つ き無言で過 ごす

日もたびたびで したが,福 音を学ぶこ

とで心が とて も平安になり満たされた

日が続 きました。

しばらくした9月6日 に夫が断食 を

して初めて教会に出席 して くれました。

夕食 の時,天 のお父様 に祈 り,こ れか

ら酒 も飲み ません,家 族の嫌がること

もしません,と 祈 る姿 を見て胸がいっ

ぱいで した。夫が 自分か ら教会 に行 き,

私 たちは10月18日 にバプテスマを一緒

に受 けることがで きました。改宗 して.

か ら別人のようにいつ も謙虚 に接 して

くれ る夫に,素 直な気持 ちで心から愛

する気持ちになれ ました。私 たちは神

様 のあふれる愛 に包 まれ,た くさんの

祝福をいただき幸せ をかみ しめていま

す。神様 はこの幸せ をつかむことがで

きるように,私 をきょうまで導いて く

ださった ことに心か ら感謝の気持ちで

いっぱいです。
あかし

11月 の仙台ステーキ部大会で証をさ

せていただ く大 きな祝福 を得 ました。

生 まれて初めてた くさんのかたがたの

前で自分の生 き方 を恥 じることな く神

様 のみたまを受けなが らお話 しするこ

とがで きました。 この祝福を分かち合

いたい と東京から娘家族が来て くれま

した。 そして特別の計 らいで娘 も証を

させていただく祝福 を得て,母 娘 とも

に感激いたしました。

娘が16年 前に私たちに手紙で伝 えて

くれたこの福音のすば らしさを改めて

理解す ることができました。 この世 だ

けでな く永遠 に結 ばれる家族 とな り,

幸 せになれるようにと,こ の 日の来 る

のをどんなにか願い,心 を尽 くし思い

を尽 くして私たちを助 けて くれたこと

で しょう。孫たちからも福音 を学ぶ こ

とがた くさんあ りました。

そんな幸せの日々 に思いが けな く娘
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なるほ ど,夫 婦の争 いがたびたび起 こ

るのには困 りました。私 はこれを契機

に争いをな くすため,み ずからを戒め

ようと自分に言い聞かせ ました。すべ

てに自分の非 を認め,意 見の押 し付け

をやめ,欠 けていた妻への愛 と感謝を

心に刻みました。神様から恵 まれた妻

をないが しろにしていたことに気がっ
はんりよ

くと,伴 侶 に対す る妻の心 もわかる気

が します。最近妻 は落 ち着いてやさし

くな り,会 話が和やかにな りました。

思えばこのかけがえのない祝福 をも

たらす力になって くれたのは長女でし

た。長女は私 たちの改宗 と前後するよ

うにがんに冒され,手 術 によりか ろう

じて命 を取 り留めました。私は神 の厳

しい試練 を感 じずにはい られ ません。

永遠 にわた る幸せをプレゼン トして く

れた娘たちに報 いるには,神 の子 とし

て家族 の長 として真 にふさわしくなる

ことと理解 しています。

モルモン経が真実のみ教えであ り,

イエス･キ リス トは救い主であ り,神

は生 きてお られることを証いた します。

(ぬ また･ふ みお ワー ド部 日曜学校

会長)

.■

■
3月 に召された専任宣教師

第175期 生7人

役員の異動

後列左か ら13,前 列 左から4-7

〈名 前〉
く どう のぶ お

1.工 藤 信 男
すが ぬま わたる

2.菅 沼 渡
おお の ぎ としゅき

3.大 野 木利行
ひら い かおる

4.平 位 薫
せ の くちめぐ み

5.瀬 ノロ恵美
なかさと

6.中 里 シルバーナ
たか はし とも こ

7.高 橋 朝 子

〈出身地〉
あ び こ うし く

我孫子S/牛 久W

名古屋西$/犬 山B
つる が

名古屋M/福 井D/敦 賀B

神戸S/姫 路W

福岡M/熊 本D/延 岡B
お やま

東京北M/宇 都宮口/小 山B

東京S/所 沢W

〈伝道地〉

沖縄 伝道 部

岡 山伝道 部

札幌伝 道 部

名古屋伝道部

大阪伝 道 部

沖 縄伝 道 部

名古屋伝道部

1994年1月27日 か ら2月25日 までに管

理本部会員統計記録課に通知のあった

役員の異動(敬 称略)

●名古屋伝道部三重地方部
たちよしのり

新地方部長:舘 義徳

(前任者:除 村秀輝)
･● 福岡伝道部熊本地方部

すみ や みつのり

新地方部長.角 屋光典

(前任者:田 代浩三)
し のろ

●札幌西ステーキ部篠路支部
びん

新支部長:菊 地敏

(前任者:岡 村雅博)
も いわ

●札幌西ステーキ部藻岩 ワー ド部
ま ぶち

新監督'馬 渕進

(前任者:内 海宏一郎)

●高崎ステーキ部熊谷 ワー ド部
みつおかしゆんじ

新監督:満 岡俊士

(前任者:大 橋正弘)

●高崎ステーキ部高崎東ワード部
あま だ

新監督:天 田和利

(前任者.松 沼文男)

●東京北伝道部新潟地方部三条支部

新支部長.丸 山勝美

(前任者:ALDENRICHARDSON)

●東 京南ステーキ部渋谷ワー ド部
おさむ

新監督:前 田修

(前任者:本 多隆治)

●名古屋ステーキ部野並支部
ひろひご

新支部長:市 橋弘彦

(前任者:塚 原俊英)

M:伝 道 部,S:ス テ ー キ 部,D:地 方 部,W:ワ ー ド部,B.支 部
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